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この報告書は、日本 自転車振興会からの競輪収益の一部

である機会工業振興資金の補助を受けて平成三年度に実施

した 「情報処理技術の応用に関する調査研究」の成果をと

りまとめたものであります。







C=ま じ め ζこ

高 度情 報化 社 会 の 円滑 な実 現の た めに は、 地域 間の情 報 化格 差 を是正 しっ っ、 全 国 的 に

バ ラ ンスの とれ た情 報化 を図 るこ とが不 可欠 とな って い る。 その ため、 各所 にお いて情 報

基 盤 の整備 、 情報 利用 の 高 度化 が促進 されて い る。

財団 法人 日本情 報処 理 開 発協 会 は、昭和54年 度 か ら昭和58年 度 の5カ 年 にわ た り、

地域 情 報拠 点 の育 成事 業 を 実施 し、地 域 デ ータの整 備、 ク リア リング機 能 の形 成 、 デ ー タ

交換 利用 を中心 に地 域 情 報 化め基 盤整 備 を推進 して きた。 昭和59年 度 か ら昭 和60年 度

の3カ 年 にわ た り、地 域 活性 化 と情報 の有効 利用 を 目的 に、地 域 内オ ンライ ン ・ネ ッ トワ

ー クによ る情 報 流通 シス テ ム に関 す る調 査研 究事 業 を実 施 し、地域 内情 報流 通 シス テ ムの

ビジ ョンの作 成 を行 った。 また、 昭和62年 度 か ら平成 元 年度 の3カ 年 にわた り、地 域 の

実態 に即 したか た ちで ニ ーズ に対応 した情報利 用 の高度 化 を図 る ことを 目的 に 、情 報処 理

の応用 に関す る調 査 研究 を実施 し、中部地 域 をモ デル地 域 と した 「オ ンライ ンデ ー タベ ー

スの統 合検 索技 術 に関す る調査 研究 」 およ び九 州地 域 をモ デル と した 「マル チ メ デ ィア に

対 応 した地 域 開発 支援 型 情 報 シス テム に関す る調査 研究 」 を行 った。

この 間 にお け る情報 化 の進 展 は目覚 ま しく、 デ ータベ ー スの構 築や サ ー ビス化 の進 展 、

デ ー タ通 信技 術 の 向上 、 人工 知能 技術 の実用 化 、情報利 用 の裾 野 の拡大 、 法制 度 問題 の審

議 な ど、 産 業社 会 か ら国 民生 活 に至 る まで情 報及 び情報 処 理 に対す るニ ーズが 大 幅 に拡 大

して きて い る。 しか しな が ら、各地 域 の情報 化ニ ー ズへ の 対応 とい う点 で は、 必 ず しも充

分 な状 況 とは いえ な い こ と も事 実で あ る。

こ う した状 況 を踏 まえ、 当協 会で は平成2年 度 か ら3カ 年 計 画で地 域 ニ ーズ に対 応 した

情報 利用 の 高度 化 を図 る ことを 目的 に 「情 報処 理技 術の 応用 に関す る調 査研 究 」事 業 を 実

施す る こと と した。本 事 業 は、 中部地 域 にお いて は 「オ ンラ イ ンネ ッ トワー クに よ る地域

産 業政 策 コ ンサル テ ィ ング システム に関す る調査 研究 」 、近 畿地域 にお いて は 「地 域経 済

予 測 サ ポー トシ ステ ムに 関す る調査 研究 」 、九州 において は 「複合 通 信 に よ る中小 企 業 リ

モー ト診 断 システ ムに 関す る調 査研 究」 の三 つの調 査研 究 を モデ ルケ ー ス と して 個 々 の テ

ーマ に基づ き調 査 研究 を実施 す る
。



本 報告書 は、 「情 報処 理技 術 の応 用 に関 す る調査 研究 」事 業 の うち、 「オ ンラ イ ンネ ッ

トワー クに関 す る地 域産 業政 策 コ ンサ ル テ ィ ング システ ムに関す る調 査研 究 」 につ いて、

平 成3年 度 に実施 した内容 を ま とめた もの で あ る。

最後 に、本 調査研 究 に あた って、 御指 導 、御 協 力 をい ただ いた委員 を は じめ、 関係 各位

に対 し、深 く感謝 の意 を表 す る次第 で あ る。

平成4年3月
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調 査 研 究 の 概 要
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1.調 査 研 究 の 概 要

1.1目 的

近 年 の情報 処理 技 術 、通 信技術 の発達 によ り、 地域 にお いて も産業 、社 会 、生 活 の あ ら

ゆ る分野 で情 報化 が 進展 して きて い る。 しか しなが ら、各地 域 それ ぞれの ニ ー ズへ の対応

とい う点 で は、必 ず しも十分 な状 況 とは いえ な い。

中部 地域 は、繊 維 、陶 磁 器な ど地場 産 業の集 積 が厚 く、我 が国有 数 の産 地 を形 成 して お

り、 その全 国 に 占め る割 合 も大 きい。 こう した地場 産業 が、多 様化 す る消 費者 ニ ー ズや激

変 す る国際 経済 環 境 の下 で、今 後新 規 需要 を創 出 し、新 しい生活 文 化創 造産 業 と して 飛躍

・発 展 して い くた め に は、新製 品 ・新 技術 の開 発 や人材 の育成等 へ の積 極 的取 り組 み が必

要で あ り、 と りわ け、 情報 収集 、分 析 能力 の強 化が その死 命 を制す るとい って も過 言 で は

な い。 こ う した状況 を背 景 に、 地場 産 業業界 にお いて は、 国、県 の政 策情 報 の提 供 や コ ン

サ ルテ ー シ ョンに対 す る強 いニ ー ズが あ る。

しか しなが ら、 当地域 は、東京 、 大 阪圏 に比べ 各地元 企業 の本 社機 能 、金 融機 能 、管 理

機 能 な どの 中枢 管理機 能 が弱 い こと及 び有 力 な業 界団体 、民 間の シ ンクタ ンクが 少 な い こ

とか ら、情 報 収集 機能 ・情報 活用 機能 が脆 弱 で あ り、提 供 されて い る産業 政策 情 報 を有 効

活用 で きな い ことが 多か った。'

この た め本事 業 は3年 計 画 で、 オ ンライ ンネ ッ トワー クを利 用 し、 コ ンサ ル テ ー シ ョ ン

内容 の パ ター ン化 、ユ ー ザ イ ンター フ ェイス 、検 索 、回答 作成等 に適 した文章 処 理技 術 の

調 査 を行 うと共 に、 これ ら技術 を活 用 した地域産 業政 策 コ ンサル テ ィ ング シス テム につ い

て調査 研 究 を行 い、地域 産 業政 策 に対す る コ ンサ ルテー シ ョン支 援 の あ り方 等 につ いて検

討 す る。

1.2調 査研 究 方針

現 在 、企 業活 動等 に伴 うコ ンサ ル テー シ ョンにお いて は、 これ を受 けよ うとす る一般 相

談 者 の知 識 が不 足 して い た り、情 報 が 足 りな いた めに相 談 内容 が不 明 確で あ る こと も少 な

くな い と考 え られ る。 その ため 、 コ ンサ ルタ ン トは幾 つか の質 問 な どを行 い、 不 明 確 な状

態 で あ る問題点 を整理 ・分析 して 明 確 な問題 点 を導 き出 し、 これ に対 して 、有 す る知 識 や
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各種情 報 に よ り、 的確 に診 断 し解 決方 法 を指導 す る と共 に、 それ らに関連 す る情 報 な どを

提供 して い る。

コ ンサ ル タ ン トは、そ の人 固有 の ノウハ ウ によ り効 率良 く解 答 を見つ け 出す ことがで き

るの に対 して、一 般相 談者 は要領 が わか らな い ままに基礎 的 な原理 ・原 則 をあ て はめ よ う

と試 行錯 誤 を繰 り返 して 解答 を得 るの に長 い時 間 を費 やす。 コ ンサル タ ン トの持 つ 問題 解

決 の ノウハ ウあ るい は要 領 を コン ピュー タに知識 ベ ー ス と して移植 し、 それ を もとに推 論

を行 うシステ ムを開 発す る こと は、 コ ンサ ル タ ン トには 自己の専 門領域 以外 の相談 に対 し

て指導 を行 う上 で の強 力 な支援 とな った り、 自 己の専 門領域 にお いて も知 識 の補完 や 各種

の幅広 い情 報入 手 に役立 っ こ ととな る。 また 、専 門知識 を知識 ベ ース と して整 備 蓄積 す る

ため 、 この 専 門知識 を 次世 代 へ継承 す る ことが可能 とな る。 コンサ ルテ ー シ ョンを受 け る

相 談者 に と って も、未 熟 な コ ンサ ル タ ン トや相 談 に対 す る専 門外の コ ンサ ル タ ン トか らで

も、 熟練 した コ ンサ ル タ ン トか ら受 け る コ ンサ ルテ ー シ ョンと同 レベ ルかっ 均一 の サ ー ビ

スを受 け る ことがで きる。 ま た、オ ンラ イ ンネ ッ トワー クに よ り、遠隔 地 にお いて も同等

の サ ー ビス を受 け る こ とが で き る。

従 来 コ ンピュー タで制 御す る対 象 はす べて 明 確 にな って数 式化 され て いな けれ ば な らな

か ったが、現 実 の人 間生 活 社会 で は使 われ る言 葉 に曖 昧 さが あ り、人 間の 主観 が これ に反

映 されて い る。 今 回の調 査 研究 で は、 人工知 能 技術 に よ り、 この不 明確 な状 態 か ら推 論 と

問 い掛 け を繰 り返す こ とに よ り、 問題 点 を絞 りこんで ゆ き、 コ ンピュー タに コ ンサ ル タ ン

トの専 門家 の如 く判断 や推 論 を させ よ うとす る もので あ る。

人工 知能 技術 を利用 した地 域産 業政 策 コ ンサ ルテ ィ ング シス テム によ る コ ンサ ル テー シ

ョンサ ー ビスの均 一化 、利 用 制度 の網 羅性 等 は、 コ ンサル テー シ ョンを受 け る相 談 者 や コ

ンサル タ ン トに対 す る地 域産 業政 策情 報 の有 効活 用 支援 の一 つ と考え られ る。

1.3推 進 体 制

調査研 究 の基本 方 針 、実 施計 画等 の 検討 、 「地域 産 業政 策 コ ンサル テ ィ ング システ ム」

の評 価等 を行 うた め、学 識 経験 者 、 コ ンサル タ ン ト、 情報 処理 専 門家及 び 中部 通 商 産 業局

等 か らな る 「地 域産 業 政策 コ ンサ ル テ ィ ング システ ム調査 委 員会 」(以 下、 単 に委 員 会 と

い う。)を 設 置 した。 また、 「地 域産 業政 策 コ ンサ ルテ ィ ング システム」 の設計 ・開 発 を

具体 化す るため、 委員 会 の下 部組 織 と して、 委員 長 を主 査 とす る システ ム開発 ワー キ ング
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グル ープ を設 置 した。

図1-1に 組 織 略図 を示 す。

図1-1組 織 略 図

地域 産 業政 策 コンサ ル テ ィ ング システ ム調査 委員 会

委員長1人
委 員12人

シス テム開 発 ワーキ ング グル ープ

構 成 主 査1人
メ ンバ ー8人

1.4実 施 経 過

平成2年 度 は、 「先 進 的な コ ンサル テ ィ ング システムの調 査 」及 び 「コ ンサル テ ィング

を受 け る側 の ニ ーズ調 査 」を実施 し、 当地域 にお け る地域産 業政 策 に対 す る コ ンサル テー

シ ョンを行 う場 合 に必要 な地 域産 業政 策 情報 や コ ンサ ルテ ー シ ョ ンの ノ ウハ ウや知 識 を

「地 域産 業政 策 情報 」 、 「コ ンサル テ ィ ング知識 」 と して整理 を行 った。 さ らに、 現在 の

ハ ー ドウェア及 び ソフ トウ ェア両 面 の技術 水準 か ら生 じる制 限を特 に意識 せ ず 、前例 の な

い 「地 域産 業 政策 コンサ ル テ ィ ング シス テム 」 に対 して理 想 的な イ メー ジを示 す こ とに努

め、 その成 果 を概 念設 計 と して ま とめ た。

平成3年 度 は、 平成2年 度 に行 った概 念設 計 を基 に した 「地域 産 業政 策 コ ンサ ル テ ィ ン

グ システ ム」の1っ の実 現 形 をモ デル シス テ ム と位置 づ け、そ の中 で現 在利 用 可能 な諸技

術 や本調 査研 究 の期 間等 を 考慮す る とと もに、満 たす べ き機 能 や コ ンサ ル テ ィ ング内容 の

絞 り込 み を行 った もの を プ ロ トタ イプ システ ム と して 開発 し、 コ ンサル テ ィ ング機 能 、デ

ー タ
、知識 の 評価 を行 うと もに、評 価結 果 を もとにモ デル システ ムの 詳細 設 計 を行 った。

平成4年 度 は、平成3年 度 まで の結果 を基 に、 モデ ル シス テム と して デ ー タ、 知 識、 コ

ンサル テ ィ ング機能 の 拡充 を行 うと と もに、オ ンライ ンネ ッ トワー クに よ る利 用 を 可能 と

したモ デル システ ムを 開発 し、 コ ンサ ルテ ィ ング システ ム と しての課 題 や 今後 の あ り方等

を検 討す る。
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図1-2に オ ンラ イ ンネ ッ トワー クに よ る地域 産 業政 策 コ ンサル テ ィ ング システ ム に関

す る調 査研 究 ブ ローを 示 す。

な お、平 成3年 度 の 実 施経 過の概 略 は次 の とお りで あ る。

(1)本 委 員会 の 開催

第1回 平 成3年6月14日

・平 成3年 度実 施事 業 の概要 説 明

・平成3年 度調 査 研究方 針 の検 討

・詳細 設 計方 針の 検討

・プ ロ トタイ プ システム 開発方 針 の検討

第2回 平成3年12月19日

・プ ロ トタイ プ システ ムの開 発状 況(中 間報告)

・デ モ ンス トレー シ ョン

第3回 平 成4年3月3日

・プ ロ トタイプ シス テムの機 能 説明 ・デモ ンス トレー シ ョン

・プ ロ トタイプ システムの評 価 ・今後 の 課題

・報 告書(案)の 検討

(2)シ ステ ム開 発 ワーキ ンググル ー プの 開催

第1回 平 成3年7月8日

・平 成3年 度調 査研 究方 針 の検 討'

・プ ロ トタイプ シス テムの機 能 の検 討

第2回 平 成3年12月12日

・推 論方 法 の概略 説 明

・処 理手 順 の説明

・デ ー タ構造(オ ブ ジェ ク ト構造)の 説 明

・デモ ンス トレー シ ョンン

第3回 平 成4年2月25日

・プ ロ トタ イプ システ ムの轡 能説 明 ・デ モ ンス トレー シ ョ ン

・プ ロ トタイプ システ ムの評 価 ・今後 の課 題

・報 告 書(案)の 検 討
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図1-2オ ンラインネッ1ワーク に よ る地 域 産 業 政 策 コンサルティングシステムに 関 す る調 査 研 究 フロー
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2.地 域 産 業 政 策

コ ン サ ル テ ィ ン グ シ ス テ ム の

木既 念 設 言十



,
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2 地 域 産 業 政 策 コ

の 概 要

ン サ ル テ ィ ン グ シ ス テ ム

2.1地 域 産 業政 策 コ ンサ ル テ ィ ング システ ム とは

経営者が企業活動に伴 う問題に直面 し、その解決のためになん らかの助けを必要とする

場合、問題の内容に適する相談相手を探 し問題を整理したうえで適当な表現で相談相手に

伝える。相談相手は相談内容を理解すべ く必要な質問を繰 り返 し、っいには問題の解決策

を導き出す。この手順を機械的に処理できる形式に表現できれば、最終回答を機械的に生

成する事も可能である。

地域産業政策コンサルティングシステムは、各相談窓口の担当者またはコンサルタン ト

の産業政策の適用のア ドバイス、国 ・県 ・市より提供されている産業政策及び制度に関す

る情報提供をコンピュータで応答 しようとするものである。

2.2地 域 産業 政策 コ ンサ ルテ ィ ングシステ ムの概念 設計

平成2年 度 に行 った地域産業政策 コンサルティングシステムの概念設計の概要を以下に

示す。

2.2.1地 域産 業 政策 コ ンサル テ ィ ング シス テムの前 提条 件

相談 者が持 つ 問題 点 を調 査分 析 し、 その結 果 に対す る各 種 の支援 方 法 な どを全 般 的に コ

ンサル テ ー シ ョ ンす るに は、 あ ま りに も膨大 な コ ンサルテ ィ ング関係 の知 識 や支援 方 法 な

どの情報 の整 備 が必要 で あ り、 これ らの概念 を地域 産業 政策 コ ンサ ルテ ィ ング シス テム と

して的確 に取 りま とめ る には、 多大 な作 業時 間が必 要 とな る。 この ため、 本調 査研 究 にお

け る地 域産 業政 策 コ ンサ ル テ ィ ング システ ムは、 「コ ンサ ルテ ィ ングを受 け る側 のニ ーズ

調 査 」結果 な どを もと に利 用 対象 者 、利用 方法 な どの前提 条件 を以下 の よ うに設 定 した。

一6一



(1)利 用対象者

専 門領域以外の相談に対 してコンサルテーションを行うコンサルタン ト及び相談窓

口担当者、地域産業政策情報に関するある程度の知識を有する者

(2)利 用方法

相談者の相談内容を分析 し、利用可能な地域産業政策情報を利用対象者に案内する

コンサルティング業務の支援及び地域産業政策情報の紹介

(3)シ ス テム環境

① ホ ス ト機

1)利 用 可能 な地 域産 業 政策 情報 を提示 す る。

2)コ ンサル テ ィ ング関 連 の知識 及 び地 域産 業政 策 ・制度 の デ ータベ ー スな どの管 理 を

す る。

3)知 識 の獲得(追 加 ・更新 ・削 除 な ど)な どの メ ンテ ナ ンス は、 ホス トの シス テム管

理 者 が行 う。 ただ し、一 部 の特 定 の利 用者 に限 りメ ンテナ ンス を可 能 とす る。

4)ワ ー クステ ー シ ョンか そ れ と同等 以上 の機 能 を有 して い る もの とす る。

②端 末機

1)相 談 内容 等の情 報入 力 と、 ホ ス トで処 理 した結 果で あ る地域 産業 政 策情報 の表 示 出

力 を行 う。

2)原 則 と して 、現在 利用 して い るパ ソコ ン ・ワー クス テー シ ョンに通 信機 能 を付加 し

た もの とす る。
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2.2.2地 域 産 業政 策 コ ンサ ル テ ィ ング シス テムの機 能 要件

当該 システム は、 ホ ス トにすべ て機 能 を集 中 させ るこ とな く一 部 の機 能 を端 末機 側 に も

たせ る ことによ り、 ホ ス トへ集 中す る負荷 を分散 させ る。 また、端 末機 自体の イ ンテ リジ

ェ ン ト機能 を活 用 した り、端末 機 に機能 を付 加す る ことによ り、必 要情 報 の転送 時 間が 短

くな るな ど、 当該 システ ム全体 の処 理時 間が短 縮 で きる見込 み が あ る。 図2-1に 地 域 産

業政 策 コ ンサル テ ィ ン グ シス テムの機 能構 成 を、表2-1に 地域 産 業政 策 コンサル テ ィ ン

グ システム の機能 概要 一 覧 を余す 。

(1)ホ ス ト機側機能

① システム管理部

1)モニタ機能

運用状況な どを確認するためのモニタを表示する機能をもつ。

2)運 用/メ ンテナ ンス状態制御機能

システム運用状態や知識のメンテナンス状態を制御する機能をもつ。

3)稼 働実績蓄積機能

システムの稼働実績を蓄積する機能をもっ。

4)統 計処理機能

稼働実績や掛金 などを統計処理する機能をもっ。

②知識情報処理部

1)相談内容分析機能

利用者か ら入力 された相談内容を知識ベースを用いて問題要因など分析を行 う機

能をもっ。

2)制 度選択機能

分析結果 に基づ き利用可能な地域産業政策を選択する機能をもっ。

3)適 用評価機能

選択 された地域産業政策の適用評価を行 う機能をもつ。
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図2-1地 域 産業 政策 コ ンサル テ ィ ング システ ムの機 能構 成

ホス ト側機能構成

シス テム管 理部

メ ンテ ナ,ン ス部

知識情報処理部

知識獲得部

・モニ タ機 能

・運用/メ ンテ ナ ンス状 態 制御機 能

・稼働 実績 蓄 積機 能

・統計 処理 機 能

1
・知 識ベ ー スの メ ンテナ ンス機 能

・デ ータベ ー スの メ ンテ ナ ンス機能

・整 合確 認機 能

・確 認 テ ス ト機 能

・メ ンテ ナ ンス経緯 蓄積 機能

・端末 機の 管理 機能

1
・相談 内容 分 析機能

・制度 選択 機 能

・適 用評 価機 能

'ア ドバ イス機i能

・適 用制 度 比較機 能

・推 論過 程 蓄積 ・表 示機能

・質 問選 択機 能

　 コ テ ロ 　 　 　 　 　 コ 　 テー デ 一 夕ベ ース管 理部

1

i・ 知 識 メ ンテナ ンス要望 機能 ・デ ー タベ ース検索 機能

・外部 デ ー タベ ース接 続機 能

・オ ンラ イ ン ネ ッ トワ ー ク機 能

端末側機能概要

入出力部

知識獲得部

・メ ニ ュ ー 化 機 能

・入 力 機 能

1
・知 識 メ ンテナ ンス要望 機能

・知 識 ベ ー スの メ ンテナ ンス機能

・相 談 履歴 蓄 積機 能
、
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表2-1地 或童業政策コンサルティングシステムの機能概要一覧

(司 てス ト機)

分類 機 能 機 能 概 要

システム
管理部

モニタ機能 運用状況などを確認するためのモニタを表示する機能をもつ。

撫 養ンテナンス状態
システム運用状態や矢[識のメンテナンス状態を制御する機能をもつ。

ヒ システムの稼働実績を蓄積する機能をもつ。ヒ

統計処理機能 稼働実績や掛金などを統計処理する機能をもつ。

縫罪 相談内容分析機能 自製鷺'ら 効 された… 罐 ベースを用し'硝腰 細 など蜥 を行う機

$1度選択機能 分析結果に基づき利用可能な地域産業政策を選択する機能をもつ。

適用評価機能 選択された地域産業政策の適用評価を行う機能をもつ。

ア ドバイス機能
べ鷲 籔 融 誓罐 繁 『り醐 なもの樋用する鋤 こ緻 者の鮒

適用制度間比較機能 選択された地域産業政策間の比較を行う機能をもつ。

推論過程蓄積 ・表示機能 知識ベースを用いた処理の過程を推論過程として蓄積し、表示する機能をもつ。

質問選択機能
選纏 鱗 茎欝 の腰 酬 嚇 肱 利用勘 ら肋 され撒 をもとに

データベ
ース管理

部

データベース検索機能 産業政策1青報のうち必要なもの検索する機能をもつ。

`戸デ一夕ベ　ス撒
外部のオンラインデータベースへ接続する機能をもつ。

禦鶴 織 ンテナンス難 遍 羅 全檀 藷 ∠織Z詮 ンに文協 和'不 備などを メンテナンス

メンテナ
ンス部 織 一スのメンテナン ル繁 華1灘i覇夢』詫Z薪 霧 議灘 培 ごシステ魂 賭がコンサ

た 織 一スのメンテナ ンξ手妻簸 る 繊 ㍑ 一ルによりシステ瑠 瓢 メ

整合確認機能
矛獣 ぷ繕 蛎 絵饒雑 了ナンス1紐噸 およ欄 の酪 に

確認テス ト機能
の轡禁 書 ㌃詮議繊 毛鯵葬ζ跨籠蹴 ζ㌘行った

メンテナンス経緯蓄積機能
る認 嬉 羅当縫Z議 霧 纏 響 動 メンテナンスを行うこと力滝

端末機琶理機能 ホスト機への接続席末機の増減に伴うシステムのメンテナンス機能をもつ。

付加機能 FAX送 信機能 コンサルティング結果をFAXで 送信できる機能をもつ。

灘 メール'電鴨 願 遁 論 議 麟 想 麺 のコミュニケーシ・ンツールとしての寧 メール織

(立売ラ樽 幾)

分損 機 能 機 能 概 要

入出力部 メニュー化機能 一轍 劣 霧 嬬 絡已 劇馴 撫 禾1用酬 吏い易いようにメニ・

入力機能
ど騨 鵠 麟整 纏 ξ1鍵盤などに文古る勘 入力勧 スな

醗 得鋼 メンテナンス要望磯目ヒ ナ姿轟離 侵織 コ《縁 鐵巽羅否幣だ 失脚 メンテ
'〔 ヒ

ヒ

く傑㌣㌶嚇纏縫轡と轟堅聾5季テ努趨る顧i2瞥撫

篁蹴 一スのメンテナン璽 罐 難 暢:縫二:欝欝竺1麟㌫
留1幽 旨

FAX受 信機能 コンサルティング結果をFAXで 受信できる機能をもつ。

竃 メール'霞網 示板 遁 裏 編 鰍 想 剛 のコミュニケーシ・ンツールとしての電子メーノし織

縮 処理{糊E 稼働実績、掛金、相談履歴などの縮]前 処理を行う機能をもつ。
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4)ア ドバ イス機 能

既 に選択 され た地 域産 業 政策 よ り有 効 な ものを適 用す るため に、相 談者 の 克服 す

べ き条件 を作成 す る機能 を もっ。

5)適 用 制度 比較 機能

選 択 され た地域 産業 政策 間の比 較 を行 う機 能 を もっ 。

6)推 論 過程 蓄積 ・表示機 能

知 識 ベ ースを 用 いた処 理 の過 程 を推論 過程 と して 蓄積 し、表 示す る機 能 を もつ 。

7)質 問選択 機能

制度 を選 択す るた めの必 要最 小 限 の質 問を 、利用 者 か ら入 力 され た情報 を もとに

選 択 す る機 能 を もっ。

③ デー タベ ー ス管理 部

1)デ ー タベ ース検索 機能

地域 産業政 策情 報 の うち必要 な もの 検索 す る機 能 を もつ。

2)外 部 デ ータベ ー ス接 続機 能

外 部の オ ンライ ンデー タベ ースへ接 続 す る機 能 を もつ。

④ 知 識獲 得部

1)知 識 メ ンテナ ンス要望 蓄 積機 能

システ ムが行 った コ ンサ ル テ ー シ ョ ンに対す る不足 ・不 備 な どを 、 メ ンテナ ンス

要 望情 報 と して蓄積 す る機 能 を もっ。

⑤ メ ンテナ ンス部

1)知 識 ベ ー スの メ ンテ ナ ンス機 能

知 識獲i得部 で蓄 積 した メ ンテナ ンス要 望情 報 を もとに、 シス テム管 理者 が コ ンサ

ル テ ィ ング知 識 の メ ンテナ ンスを 行え る機能 を もっ。

2)デ ー タベ ー スの メ ンテ ナ ンス機 能

デ ー タベ ース メ ンテ ナ ンス ツール に よ り システ ム管理 者が 地域 産 業政 策情 報 の メ

ンテ ナ ンス を行 う機 能 を もっ 。

3)整 合 確認 機能

知 識 ベ ース また はデ ー タベ ースの メ ンテナ ンス後 、 そ の知識 お よ び情報 の 内容 に

矛盾 が な いか をチ ェ ックす る機 能 を もつ。
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4)確 認 テス ト機能

知 識 ベ ース また はデー タベ ースの メ ンテナ ンスを行 い整合 性 のチ ェ ックを行 った

の ち、 シュ ミレー シ ョンによ る動 作確 認で 内容 をチ ェ ックす る機能 を もつ 。

5)メ ンテ ナ ンス経緯 蓄 積機 能

シス テ ム管 理者 以 外 で もコ ンサル テ ィ ング知識 の メ ンテ ナ ンスを行 うことが で き

るため 、 メ ンテ ナ ンス経 緯 を蓄積 す る機能 を もっ。 経緯 を蓄積 す る ことに よ り、変

更 され た内容 を復 元 す る ことが可 能 とな り、知 識 ベ ース やデ ー タベ ースの 安全 性 が

確保 され る。

6)端 末 機 の管理機 能

ホス ト機 へ の接 続端 末 機 の増減 に伴 うシステム の メ ンテナ ンス機 能 を もつ。

⑦ 付 加機能 部

1)FAX送 信 機能

コ ンサ ルテ ィ ング結 果 をFAXで 送 信で き る機 能 を もつ 。

2)電 子 メ ール ・電 子 掲示 板機 能

シス テム管理 者 と利 用者 間 の コ ミュニ ケー シ ョンツール と して の電子 メール機 能

や電子 掲示版 機 能 を もっ。

(2)端 末機側 機能

①入 出力部

1)メ ニ ューイヒ機 青色

ホ ス ト機 か ら送 られ て くる必要 最小 限の情 報 を、利 用者 が 使 い易 い よ うに メニ ュ

ー化 して表 示 す る機 能 を もっ
。

2)入 力機 能

相談 者 の相談 内容 や ホス ト側 な どか らの質 問な どに対す る返 答 の入 力 を マ ウス な

どを用 いて 容易 に行 う ことが で き る機 能 を もっ。

3)相 談履歴 蓄積

過 去 に コ ンサ ル テ ィ ングシス テムを利用 して相 談 した履歴 を蓄積 す る ことに よ り、

同様 の相 談 を無 く した り、 類似 相談 を履歴 を もとに高速 に コ ンサ ル テ ィ ングす る機

能 を もっ。
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② 知識獲 得部

1)知 識 メンテ ナ ンス要望 機能

システ ムが 行 った コ ンサ ル テー シ ョンに対 す る不 足 ・不備 な どを、知 識 の メ ンテ

ナ ンス要望情 報 と して作 成 し、 ホ ス ト機へ連 絡 す る機能 を もつ。

2)知 識 ベ ースの メ ンテ ナ ンス機 能

特定 の利用 者 のみ ホ ス ト機 の コ ンサ ルテ ィ ング知 識 を端 末機 か ら直接 メ ンテ ナ ン

スす るこ とがで きる機 能 を もっ 。

これ によ り、 ホ ス ト機 側 の システム管理 者 の負担 を 軽減 す る こ とが可能 で あ る。

ただ し、知 識ベ ー スや デ ー タベ ースな どの情報 破壊 や不正 情報 入手 を 防 いだ り、特

定の 利用者 のみ が コ ンサル テ ィ ング関連 知識 の メ ンテナ ンスが 可能 とな るよ うに、

パ ス ワー ドを設 け るな どの 安全 対策 を十 分講 じる必要 が あ る。

③ 付 加機 能部

1)FAXI幾 能

コ ンサル テ ィ ング結 果 をFAXで 受 信で きる機 能 を もつ。

2)電 子 メール ・電 子掲 示 板機 能

システ ム管理 者 と利 用者 間の コ ミュニ ケー シ ョンツール と しての電 子 メール機 能

や電 子 掲示板 機能 を もつ。

3)統 計処 理機能

稼働 実績 、掛金 、相 談 履歴 な どの統計 的処理 を行 う機 能 を もっ。
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3.開 発 す る 機 能 の 選 定

3.1モ デ ル シ ス テ ム 及 び プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム と は

概念 設計 の 段 階で は、現 在 のハ ー ドウ ェアの機 能 レベ ル、 ソフ トウェアの 技術 レベ ルの

両側面 か ら与 え られ る制 限 をあえて 考慮 せず に、 「地域 産 業政策 コ ンサ ル テ ィ ング システ

ム」 に求 め られ る機能 要件 を広 く模索 した上 で理想 的 な システ ム像 を描 くこ とを試 み た。

しか し、新 たな視 点 で定 義 され た特 徴 的 な機 能 を持つ この 「地域 産 業政 策 コ ンサ ル テ ィ

ングシステ ム」 を1っ のモ デル(モ デル システ ム)と して最大 限 に効果 的 な形 で実 現 す る

には、現状 で の技 術 的 な制約 、本調 査 研究 の期 間 の制約等 を勘 案 して 、与 え るべ き機 能 を

再 度評 価す る必要 が あ る。

したが って 、 モデ ル シス テムの仕 様 は、 まず 目標 とす るモ デル シス テムの 機能 を定 め、

その中 で も主 眼 とな る機 能 にっ いて プ ロ トタ イ ピ ング(プ ロ トタ イプ シス テム)を 行 い、

妥 当な機 能 か否 か の評価 を行 った後、 確 立す る もの とす る。

3.2機 能 選定 方針

(1)ハ ー ドウ ェアの 機能 水準

① 現 在 の技術 レベル で実現 可能 な もの とす る。

② 開 発対 象 とな るハ ー ドウェアで実 現 可能 な もの とす る。

③妥 当な処 理 時間 で コ ンサル テ ィ ングが可能 な もの とす る。

(2)ソ フ トウ ェアの技 術 水準

① 本 調査 研究 の主 題 で あ る 「コ ンサ ル テ ィ ング」 に的 を絞 る もの とす る。

② 既 に普遍 的 な技術 で 実現 可能 な もの はで きる限 り利 用 す る もの とす る。

③市 販 パ ッケ ー ジで 代用 で きる もの はで きる限 り使用 す る もの とす る。

一14一



(3)シ ス テム開 発 レベ ル

① モ デル システム

「地域 産業 政策 コ ンサル テ ィ ング システ ム」の1つ の実現 モ デルで あ るこ とか ら・

専門 領域 以外 の相 談 に対 して コ ンサ ルテ ィ ングを 行 う窓 口担 当者等 で も相 談 者 の相談

内容 に直接該 当 す る制度 を紹 介 で き ると と もに、 適用可 能 と見込 まれ る別 の 制度(努

力す る事 に よ り利 用 可 能 な もの 等)を もコ ンサ ルテ ィングで き る もの とす る。

② プ ロ トタイ プ システ ム

モ デル システ ムの一 部機能 の試作 版で あ るとか ら、相談 者の相 談 内容 に直接 該 当す

る制度 の み紹 介で き る もの とす る。

(4)シ ステ ム環 境

① モデ ル システ ム

概 念 設計 の とお り、 システ ムの中核 とな るホ ス ト機 と実 際 に相 談 のや り と りを行 い

コ ンサル テ ィ ング結 果 を 出力す る端 末機 とをオ ンライ ンネ ッ トワー クで 結ぶ 構成 に し、

ホ ス ト機 は コ ンサ ル テ ィ ング関連 の知識 お よ び地 域産 業政 策 ・制度 の デ ー タベ ー ス な

どを蓄 積 ・管理 す る とと もに、通信 回線 で っ ながれ て い る端 末機 か ら利 用 で きる もの

と し、端 末機 は相 談過 程 の入 出 力や ホ ス ト機 の コ ンサ ルテ ィ ング結 果 の 出力 を行 え る

もの とす る。

モデ ル シス テムで は、本調 査研 究 の主題 が地 域産 業 政策 の コ ンサ ル テ ィ ングで あ る

こ とか ら、 ホ ス ト機 にオ ンラ イ ンで接 続 す る端 末 機台 数 を1台 に限 定す る。

② プ ロ トタイ プ システ ム

モ デル システ ムの機 能 の うち、 その主 眼 とな る制度 を選 択 し出力す る機 能 につ いて

開発す るた め、 モデ ル システ ムの ホ ス ト機 に ス タ ン ドア ロ ンで構築 す る もの とす る。
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3.3モ デ ル システ ム の機能 選定

前 述 の よ うな観 点 か ら検討 を加 え た結 果 、モ デル システム を開発 す るにあ た り、 概念 設

計 で掲 げた機 能 を以下 の とお り変 更 す る こ とと した。

な お、 図3-1に 概 念設 計 にお け るモ デル シス テムの機能 構成 を示 す。

(1)ホ ス ト機側機能

① システム管理部

1)全機能の省略

システムの運用状況の把握や、知識のメンテナンス状態の制御など当該システム

全体の運用管理を行 う機能であるが、モデルシステムでは複数の端末機を接続しな

いため、運用状況の把握や知識のメンテナンス状態の制御などは特に重要にならな

いため開発 しないものとする。

②知識情報処理部

1)相談内容分析機能の省略

利用者か ら入力された相談内容を知識ベースを用いて問題要因などの分析を行 う

機能であるが、利用者か らの自由な言葉による相談をシステム側で判断 し必要な質

問をすることは、自然言語処理技術にも係わるものであり、コンサルティングに主

眼を置 くモデルシステムでは開発 しないものとする。

2)制 度選択機能 と質問選択機能を統合(制 度選択機能)

相談窓口担当者 は制度を絞 り込むために相談者の企業情報や相談内容について必

要な質問をし、相談者は質問に対する回答を行う。

質問選択機能は適用できる制度を絞り込むために必要となる質問を導き出す機能

であり、制度選択機能はシステムか らの質問に対する相談者の回答を知識ベースで

判断 し適用可能な制度を選択する機能であり、質問と回答を繰 り返 しなが ら制度を

絞り込んでいくうえで、2っ の機能 は一体 とな って処理す ることとなるため、これ

を統合する。
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図3-1

ホス ト側 機能 構 成

概念設計におけるモデルシステムの機能構成

シス テム管理 部

メ ンテ ナ ンス部

知識情報処理部

知識獲得部

・モ ニ タ機能

・運 用/メ ンテ ナ ンス状 態制御 機能

・稼 働実 績 蓄積機 能

・統 計処 理 機能

1
・知 識 ベ ー スの メ ンテ ナ ンス機能

・デ ー タベ ースの メ ンテ ナ ンス機能

・整合 確認 機能

・確認 テ ス ト機能

・メ ンテナ ンス経 緯蓄 積機 能

・端 末機 の 管理機 能

1
・相談内容分析機能

○制度選択機能

◎適用評価機能

◎ア ドバイス機能

◎適用制度比較機能

◎推論過程蓄積 ・表示機能

○質問選択機能
ロ チ ロ 　 　 コ ロ サ テ 　 　 　 ロ ロ テ ロ ヲ 　 　 ロ コ 　 コー デー タベ ース管 理部

`

・知 識 メ ンテナ ンス要望 機能 ◎ デー タベ ー ス検 索機 能
・外 部 デ ータベ ー ス接 続機 能

◎ オ ンライ ンネ ッ トワー ク機 能

端末側機能概要

入出力部

知識獲得部

○メニュー化機能

○入力機能

|
・知識 メ ンテ ナ ンス要望 機能

・知 識ベ ー ス の メ ンテ ナ ンス機能

・相 談履 歴 蓄積 機能

・ 概 念設 計 ◎ … モデ ル システ ムで 開発

〇 一 モ デル システ ムで他 の機 能 と統 合 して開 発
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③ デ ー タベ ース管 理 部

1)外 部 デ ータベ ース との リン ク機 能の 省略

技 術情 報 、新 聞情 報 、文 献情 報 な ど地域産 業政 策情 報 以外 の情 報 を必要 とす る場

合 に、外 部 のデ ータベ ース に接 続 し入手 す るこ とを可 能 とす る機 能で あ り、既 に多

くの 実現 事例 が あ る と と もに、本 調査研 究 の主題 に直接結 びっ かな いた め開発 しな

い もの とす る。

④ 知 識獲得 部

1)メ ンテナ ンス要 望 蓄積 機 能 の省 略

システ ムが行 った コ ンサ ルテ ィングに対す る不足 ・不備 等 の情報 を 、 シス テム に

対 す る地 域 産業 政策 情 報 や コ ンサ ルテ ィング知 識 の メ ンテナ ンス要 望情 報 と して蓄

積す る機 能 で あ るが、 モ デ ル システムの 開発 レベ ル は、相 談 内容 に直接 該 当す る制

度 を紹 介 で きる と と もに、適用 可能 と見込 まれ る別 の制 度 を もコ ンサ ルテ ィ ングで

きるよ うにす る こ とで あ り、本機 能 はモ デル シス テム の開 発 目標 以上 の もの で あ り

開発 しな い もの とす る。

⑤ メ ンテ ナ ンス部

1)知 識ベ ースの メ ンテナ ンス機 能 の省略

システ ム によ る コ ンサル テ ィ ングに対 す る不 足 ・不 備 な どを蓄 積 した メ ンテ ナ ン

ス要 望 情報 を基 に、 システ ム管理者 が コ ンサル テ ィ ング知 識 の メ ンテナ ンス を行 う

機能 で あ るが 、 メ ンテ ナ ンス要 望蓄 積機能 の 開発 を行 わ な い ことよ り開発 しな い も

の とす る。

なお、 本調 査研 究 で は、 利用 す るエ キスパ ー トシェルの 知識 ベ ー ス メ ンテ ナ ンス

機 能 を使 用 して メ ンテナ ンス を行 うもの とす る。

2)デ ータベ ースの メ ンテ ナ ンス機能 の省 略

システ ムの デ ー タベ ー スで あ る地域産 業政 策情 報 の メ ンテ ナ ンスを シス テム管 理

者 が容 易 に行 う ことが で きる機 能 で あ るが、 モデ ル システ ム に蓄積 す る件 数 が あ ま

り多 くな く変更 も殆 どな い ため開 発 しない もの とす る。

なお、 本調 査研 究 で は、 利用 す るエ キスパ ー トシェル のデ ー タベ ース メ ンテ ナ ン

ス機能 を使用 して メ ンテ ナ ンスを行 う もの とす る。
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3)整 合確 認機能 の 省略

知識 ベ ース また はデ ー タベ ー スの メ ンテナ ンス後 、 その知識 及 び情 報 の内容 に矛

盾 が な いかを チ ェ ックす る機能 で あ るが 、知 識 ベ ースが 確立 され て こそ始め て利 用

価 値 がで る もので あ り、知 識 ベ ースの 開 発 に試行 錯誤 して い る現 段 階で は開 発 しな

い もの とす る。

モデ ル システ ムで は相談 窓 口担 当者 に整合確 認 を依頼 す るこ とに よ り対処 す る も

の とす る。

4)確 認 テ ス ト機 能 の省 略

知識 ベ ース また はデ ー タベニ スの メ ンテ ナ ンスを行 い整 合性 チ ェ ック後 シ ュ ミレ

ー シ ョンによ る動 作 確認 で 内容 チ ェ ックを 行 う機 能 で あ るが 、モ デ ル シス テム の開

発 段 階で相 談窓 口担 当者 に動作 確認 を依 頼 す るこ とで対処 す るため 開発 しない もの

とす る。

5)メ ンテ ナ ンス経緯 蓄積 機能 の省 略

システム管 理者 以外 で もコ ンサ ルテ ィ ング知 識 の メ ンテナ ンスを行 う ことが で き

るた め、 メ ンテ ナ ンス経 緯 を蓄 積 して知 識ベ ー スや デ ータベ ー スの安 全性 を確 保 す

る機能 で あ るが 、モ デ ル システ ムで は システ ム管 理者 以外 が コ ンサ ル テ ィ ング知 識

の メ ンテ ナ ンスを行 え る機 能 を開発 しな いため 、本機 能 も開 発 しな い もの とす る。

6)端 末機 の管 理機 能 の省 略

ホス ト機 へ の接 続端 末機 の 増減 に伴 うシステム の メ ンテナ ンス機 能 で あ るが 、 モ

デ ル システ ムで は複 数 台 の端 末機 を接 続 しないた め、 開発 しな い もの とす る。

⑤付 加機 能

1)全 機 能 の省 略

コ ンサル テ ィ ング結果 のFAX送 信 や システ ム管理 者 と利用 者 との コ ミュニ ケー

シ ョンツール と して の電 子 メー ル ・電子 掲示 板 な どの機能 で あ るが 、本 調査研 究 の

主 題で な いた め開発 しな い もの とす る。
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(2)端 末機 側機 能

① 入 出力部

1)メ ニ ュ ー化 機能 と入 力機 能 の統合(入 出力機 能)

メニ ュー化機 能 はホ ス ト機 か ら送 られ て くる必要 最低 限 の情 報 を利用者 が 使 い易

いよ うに メニ ュー化 して表 示 す る機 能で あ り、入 力機能 は相 談 者の相 談 内容 や ホ ス

ト側 な どか らの 質 問 な どに対す る返答 の入 力 をマ ウスな どを用 いて容 易 に行 うこと

がで きる機能 で あ るが 、MMI(マ ン ・マ シ ン ・イ ンタ フ ェー ス)の 手法 につ いて

は既 に多 くの事例 が あ る とと もに本調 査研 究の主 題 で もな いた め、2っ の機能 を統

合 し必 要最 低 限 の入 出 力が確 保 で きる機 能 とす る。

② 知識 獲得 部

1)知 識 メ ンテナ ンス要望 機 能 の省略

システ ムが行 った コ ンサ ルテ ィ ングに対 す る不足 ・不 備 な どの情 報 を、知 識 の メ

ンテ ナ ンス要 望 情 報 と して 作成 し、 ホ ス ト機へ連 絡 す る機 能で あ るが、 そ の手法 お

よ び使用 媒体 は各種 有 り既 存技 術で十 分対 応で き とと もに、モ デ ル システ ムで は な

く実用 化 レベ ル の システ ムを構 築す ると きに特 に意 味 を持 つ もので あ るた め開発 し

な い もの とす る。

2)相 談履歴 蓄 積機 能 の 省略

過 去 に シス テ ムを利 用 して 相談 した履歴 を蓄積 す る こ とによ り、 同様 の相談 を無

く した り、類 似相 談 を履歴 を もとに高速 に コンサ ル テ ィ ングす る機 能 で あ るが 、本

調査 研究 の主題 で あ る コ ンサ ルテ ィング部 分が 開発 されて 初 めて活 用で き る機能 で

あ るため 開発 しな い もの とす る。

3)知 識ベ ースの メ ンテナ ンス機 能 の省略

特 定 の利用 者 の み ホ ス ト機 の コ ンサ ルテ ィ ング知識 を端末 機か ら直 接 メ ンテ ナ ン

スす る とが で き る機能 で あ るが、複 数の利 用者 によ りコ ンサ ル テ ィ ング知 識 を メ ン

テ ナ ンスす るこ とは知 識 ベ ースの整合 性確 保方 法 な どで検 討 が必要 で あ り、短 期 間

に実現 す る ことが難 しい ため 、モ デル システ ムで は知識 の獲得 を ホ ス ト機 の み に限

定 す るこ とと し、 本 機能 は開発 しな い もの とす る。
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③付 加機 能

1)全 機 能 の省 略

コ ンサ ルテ ィ ング結 果 のFAX受 信 や システ ム管 理 者 と利用 者 との コ ミュニ ケ ー

シ ョンツール と して の電 子 メ ール ・電子 掲示板 な どの利 用 機能 で あ るが、本 調査 研

究 の主 題で な いため 開発 しな い もの とす る。
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3.4プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム の 機 能 選 定

プ ロ トタイ プ システ ムを 開発す るに あた り、 「3.3モ デ ル シス テ4の 機 能選 択 」で

定 め たモ デル システ ムの機 能 の うち、相談 者 の相 談 内容 に直接 該 当す る制度 を紹介 で きる

機 能 の みを選定 し以下 の とお り変 更す る こと と した。

なお ・図3-2に 概 念設 計 にお け る プ ロ トタイ プ システ ム の機能 構 成 を示す 。

(1)ホ ス ト機i側機 能

①知 識情 報処 理部

1)適 用 制度 比較機 能 の省 略

「制度選 択機 能 」で 選択 され た適用 見込制 度 に対 して、 融 資金 額 ・融 資期 間 ・利

率 につ いて容易 に比 較 で き、相 談 者が よ り広 範 な 制度 の 中か ら希 望す る もの を選択

で き るよ う一 覧 表示 を 行 う機能 で あ るが 、 プ ロ トタ イプ シス テ ムの開 発 レベ ルで あ

る制度 の選択 が な され た あ とに利用 で きる機 能 で あ る こと、相 談者 に判断 させ る機

能 で あ るこ とか ら、 プ ロ トタイ プ シス テムで は開発 しな い もの とす る。

2)推 論 過程 蓄積 ・表 示 機能 の 省略

制度 の絞 り込 み の過 程 を確 認 で きる よ う、知識 ベ ー スを用 いた推 論過程 を蓄積 し、

利用者 の必 要 に応 じて表 示す る機 能で あ るが 、 プ ロ トタイ プ シス テムの 開発 レベ ル

であ る制度 の選 択 が な され たあ とに利用 で きる機能 で あ る ことか ら、 プ ロ トタイ プ

システムで は開 発 しな い もの とす る。

(2)端 末 機側機 能

① 入 出力 部

1)入 出力機能 の ホ ス ト機 で の開 発

端末機 を利 用 す る ことに よ り、 システムか らの質 問 を画 面 に表 示 した り、質 問 に

対 す る回答 を マ ウス によ る該 当項 目の選択 や キー ボ ー ドに よ る値 の入 力 で行 う機 能

で あ るが 、 プ ロ トタ イプ シス テム はホ ス ト機 のみの ス タ ン ドア ロ ンで 開 発す る こと

か ら、 ホス ト機 側 の機 能 と して 開発す る。
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図3-2概 念 設 計 に お ける プ ロ トタイプ シス テム の機能 構成

ホ ス ト側 機能 構成
t

システム管 理部

メ ンテ ナ ンス部

知識情報処理部

知識獲得部

・モ ニ タ機能

・運用/メ ンテナ ンス状態制 御機 能

・稼働 実 績蓄 積機 能

・統計 処 理機 能

1
・知識 ベ ー ス の メ ンテ ナ ンス機能

・デ ー タベ ー スの メ ンテナ ンス機 能

・整合 確 認機 能

・確 認 テ ス ト機 能

・メ ンテ ナ ンス経緯 蓄積機 能

・端 末機 の 管理 機能

1
・相談内容分析機能

○制度選択機能

◎適用評価機能

◎ア ドバイス機能

◎適用制度比較機能

◎推論過程蓄積 ・表示機能

○質問選択機能
コ ロ テ ド 　 　 　 ロ ロ ロ づ 　 　 　 ロ テ テ

ー]デ ータベース管理部
`

・知 識 メ ンテナ ンス要 望機 能 ◎ デ ータベ ー ス検 索 機能
・外 部 デ ー タベ ー ス接続 機能

◎ オ ンライ ンネ ッ トワー ク機 能

端末側機能概要

入出力部

知識獲得部

○メニュー化機能

○入力機能

1
・知識 メ ンテナ ンス要 望機能

・知識 ベ ー スの メ ンテナ ンス機能

・相談 履歴 蓄 積機 能

概念 設計

◎ ・ モ デル システ ムで 開発 … プ ロ トタイ プ システ ムで開 発

○ モ デ ル システ ム ・プ ロ トタ イプ システ ムで他 の機 能 と統 合 して 開発
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4.プ ロ ト タ イ プ シ ス テ ム の

開 発 ・言平 イ面





4.プ ロ ト タ イ プ シ ス テ ム の 開 発 ・評 価

「3.4プ ロ トタイ プ システ ムの機 能選 定」 で定め た機能 を プ ロ トタ イプ システ ム と

して開 発を行 い、 コンサ ル テ ィ ング知 識 や操作 性 な どに っ いて 評価 を行 った。

4.1プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム の 構 成

4.1.1シ ス テ ム 環 境

モ デル シス テムで は概 念 設計 とお りシステ ムの中核 とな るホ ス ト機 と実際 に相 談 に関 す

る入 出力 を行 う端末機 とを オ ンライ ンネ ッ トワー クで結 ぶ構成 にす るが 、 プ ロ トタイ プ シ

ステ ムで は、モ デ ル システ ムの ホス ト機 の みの スタ ン ドア ロンで構 築 す る こと と した。

具 体 的な機 器構 成 は以 下 の とお りで あ る。

① ハ ー ドウ エ ア

1)本 体SunSPARCstationELC

2)内 部 メ モ リ24MB

エ キ ス パ ー トシ ェ ル(エ キ スパ ー トシス テ ム構 築 ツ ー ル)が16MB以 上 必 要 と

す る た め 、 本 体 標 準 メ モ リ(8MB)に 増 設 メモ リ(16MB)を 追 加 した 。

3)デ ィ ス ク容 量631MB

概 算 内 訳 は以 下 の とお りで あ る。

・OS等 シス テ ム:200MB

・エ キ ス パ ー トシ ェル:5MB

・ア プ リケ ー シ ョ ン:10MB

・開 発 用 ワ ー ク エ リア:100MB
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② ソフ トウ ェア

1)OSSunOS .4.1.1(日 本語)

本体 標 準の もので あ る。

2)Window日 本 語OpenWindows2.0.1

エ キ スパ ー トシェル画 面表 示等 の ため にWindowsを 必 要 とす るた め、 日本

語で のMMIが 可 能 な もの と した。

3)プ ログラ ミング言 語 …C言 語

エキ スパ ー トシ ェル の起 動 、入 出力 の制御 等 ツールの サ ポー トを行 う ことが で き

る言 語 で あ る。

4)エ キ スパ ー トシェル ーNEXPERTOBJECT2.0.1

知識 表現 に柔軟 性が あ る とと もにプ ロ グラ ミング しな いで知識 の編 集 がで き るな

ど、 開発 及 び操作 性 が良 い ツールで あ る。

4.1.2利 用 対 象 者

概念設計では、専門領域以外の相談に対 してコンサルティングを行うコンサルタント及

び相談窓口担当者、地域産業政策情報に関するある程度の知識を有する者を対象としたが、

プロ トタイプシステムにおいては、ある程度コンサルティングの経験を持ち相談内容を分

析すること'が可能 な者 を対象とす る。

4.1.3使 用 す る デ ー タ範 囲

平 成2年 度 に は、 「コ ンサ ル テ ィ ングを受 け る側の ニ ーズ調 査 」で得 られ た結 果 か ら、

各指 導 的機 関 を通 じて 最 も相談 頻 度 の高 か った金 融分野 の 資金 調達 に関す る融 資制 度 につ

いて整理 を行 い、 「地 域産 業 政策 情 報整 理表 」 と して ま とめ た。

プ ロ トタイ プ システ ムで は この整 理表 を基 に地 域産 業政 策 情報 デ ー タベ ース を構 築 す る

とと もに、 デ ー タベ ー ス に関す る コ ンサル テ ィ ング知 識 を知 識 ベ ース とす る必 要 が あ るが、

短 期 間で多数 の 相談 窓 口機 関 に ヒア リングを行 い、 コ ンサ ルテ ィ ング知識 を獲得 す る こと

は非 常 に困難で あ るた め、 ヒア リ ングを お こな う相 談窓 口機 関 を 、政府 系 と して は中小 企

業金 融公庫 及 び国民 金 融公 庫 、愛 知 県 と して は愛知 県 商工部 商 工金 融課 、 名古 屋市 と して
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は名古 屋 市 中小企 業指 導 セ ンター に限定 した。

取 り扱 う融 資機 関 と制度 数 は以 下 の とお りであ り、表4-1に プ ロ トタ イプ システ ム収

録 デ ー ター 覧 を示 す。

国 一[ 中小企業金融公庫

国民金融公庫

県

市

愛知県

名古屋市

(19制 度)

(14制 度)

(26制 度{3})

(12制 度{3})

※{}内 は 県 と市 の 共 通 制 度
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表4-1プ ロ トタイプ システム収録 データー覧 (1/5)

制度
番号

制 度 名 取 扱 機 関
融資金額(万 円) 融資期間(年)

利率
(%)設備資金 運転資金 設備資金 運転資金

1 短期経営資金 名古屋市 0 2000 0.0 1.0 6.0

2 設備近代化資金 名古屋市 700 0 5.0 0.0 0.0

3 開業資金 名古屋市 600 600 7.0 5.0 6.8

4 経営安定資金/関 連倒産防止 名古屋市 0 3000 0.0 5.0 5.7

5 経営安定資金/環 境適応 名古屋市 0 3000 0.0 5.0 5.9

6 先端技術等育成資金/先 端技術開発 ・導入 名古屋市 5000 0 7.0 0.0 6.2

7 先端技術等育成資金/情 報化促進 名古屋市 5000 0 7.0 0.0 6.2

8 先端技術等育成資金/エ ネルギー対策 名古屋市 5000 0 7.0 0.0 6.2

9 貿易振興資金 名古屋市 0 1200 0.0 0.5 5.7

10 商工業振興資金/災 害復旧 愛知県/名 古屋市 1000 1000 7.0 5.0 5.8

11 商工業振興資金/特 別小口 愛知県/名 古屋市 500 500 5.0 5.0 5.8

12 商工業振興資金/通 常 愛知県/名 古屋市 1500 1500 7.0 5.0 6.7

13 中小企業設備貸与制度/割 賦一一般設備 愛知県 2500 0 4.5 0.0 5.0

14 中小企業設備貸与制度/割 賦 一先端技術設備 愛知県 5000 0 6.5 0.0 5.0

15 中小企業設備貸与制度/リ ース 愛知県 5000 0 7.0 0.0 36.0

16 中小企業設備近代化資金 愛知県 3000 0 5.0 0.0 0.0
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表4-1プ ロ トタイプシステム収録 デー ター覧 (2/5)

制度
番号

制 度 名 取 扱 機 関
融資金額(万 円) 融資期間(年) '利率

(%)設備資金 運転資金 設備資金 運転資金

17 長期経営強化資金 愛知県 5000 5000 10.0 7.0 7.0

18 経済環境適応資金/経 営安定 ・関連倒産防止 愛知県 0 3000 0.0 5.0 5.7

19 経済環境適応資金/商 店街環境施設整備資金 愛知県 10000 0 7.0 0.0 6.5

20 経済環境適応資金/大 型店対策資金(活 性化) 愛知県 6000 6000 10.0 5.0 5.5

21 経済環境適応資金/大 型店対策資金(事 情転換等) 愛知県 6000 6000 10.0 5.0 5.5

22 経済環境適応資金/事 業転換 愛知県 5000 5000 10.0 7.0 6.6

23 経済環境適応資金/企 業活性化(事 業所整備) 愛知県 5000 5000 10.0 7.0 6.6

24 経済環境適応資金/企 業活性化(先 端技術設備導入促進) 愛知県 10000 0 10.0 0.0 6.6

25 経済環境適応資金/企 業活性化(技 術 ・製品開発) 愛知県 5000 5000 10.0 7.0 6.6

26 経済環境適応資金/企 業活性化(地 場産業振興) 愛知県 5000 5000 10.0 7.0 6.6

27 経済環境適応資金/企 業活性化(省 エネルギー ・再生利用促進) 愛知県 10000 0 10.0 0.0 6.6

28 経済環境適応資金/企 業活性化(情 報化促進) 愛知県 5000 0 10.0 0.0 6.6

29 経済環境適応資金/貿 易振興 愛知県 0 1500 0.0 0.5 5.7

30 経済環境適応資金/下 請中小企業対策 愛知県 3000 2000 7.0 5.0 5.65

31 経済環境適応資金/特 定地域対策特別 愛知県 8000 3500 7.0 5.0 5.75

32 経済環境適応資金/従 業員独立開業 愛知県 700 700 7.0 5.0 6.7
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表4-1プ ロ トタイプ システム収録 データー覧 (3/5)

制度
番号

制 度 名 取 扱 機 関
融資金額(万 円) 融資期間(年)

利率
(%)設備資金 運転資金 設備資金 運転資金

33 季節資金/年 末資金 愛知県 0 3000 0.0 1.0 99.9

34 季節資金/夏 季資金 愛知県 0 3000 0.0 1.0 99.9

35 公害防除施設整備資金 愛知県 3000 0 7.0 7.0 5.6

36 構造改善貸付 中小企業金融公庫 52000 52000 15.0 7.0 7.1

37 下請対策貸付 中小企業金融公庫 52000 52000 15.0 7.0 7.7

38 国際調整貸付/海 外投資円滑化資金 中小企業金融公庫 25000 0 15.0 0.0 7.1

39 国際調整貸付/輸 入品販売円滑化資金 中小企業金融公庫 52000 52000 20.0 7.0 7.1

40 一般貸付 中小企業金融公庫 40000 20000 10.0 5.0 7.7

41 新事業 ・技術振興貸付/先 端技術振興資金 中小企業金融公庫 52000 88888 15.0 7.0 7.7

42 情報基盤貸付 中小企業金融公庫 52000 0 15.0 0.0 7.6

43 エネルギー有効利用促進貸付/省 エネルギー資金 中小企業金融公庫 52000 0 15.0 0.0 7.6

44 エネルギー有効利用促進貸付/石 油代替エネルギー資金 中小企業金融公庫 52000 0 15.0 0.0 7.1

45 公害防止貸付 中小企業金融公庫 52000 0 15.0 0.0 7.1

46 産業安全貸付 中小企業金融公庫 52000 0 15.0 0.0 7.1

47 地域中小企業活性化貸付 中小企業金融公庫 52000 52000 15.0 7.0 7.1

48 倒産対策貸付 中小企業金融公庫 0 5000 0.0 7.0 7.1
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表4-1プ ロ トタイプシステム収録 データー覧 (4/5)

制度
番号

制 度 名 取 扱 機 関
融資金額(万 円) 融資期間(年) '利率

(%)設備資金 運転資金 設備資金 運転資金

49 経営支援貸付 中小企業金融公庫 0 35000 0.0 7.0 7.7

50 災害復旧貸付 中小企業金融公庫 10000 10000 10.0 10.0 7.7

51 中小企業労働環境整備貸付 中小企業金融公庫 52000 52000 15.0 5.0 7.7

52 商業近代化貸付(卸 ・小売近代化資金) 中小企業金融公庫 52000 0' 20.0 0.0 7.6

53 商業近代化貸付(小 売高度化資金) 中小企業金融公庫 52000 0 15.0 0.0 7.1

54 商業近代化貸付(物 流近代化資金) 中小企業金融公庫 52000 0 15.0 0.0 7.6

55 小企業等経営改善資金(通 称マルケイ資金) 国民金融公庫 500 500 5.0 瓢o 7.0

56 産業安全衛生施設等整備資金(安 全貸付) 国民金融公庫 5200 0 15.0 0.0 7.1

57 産業公害防止施設等整備資金(公 害貸付) 国民金融公庫 5200 0 15.0 0.0 7.1

58 移転等促進資金貸付(移 転貸付) 国民金融公庫 5200 0 15.0 0.0 7.7

59 製造業省力化設備資金(省 力化貸付) 国民金融公庫 5200 0 15.0 0.0 7.7

60 従業員独立開業資金(独 立開業貸付) 国民金融公庫 5200 4000 15.0 5.0 7.7

61 中小企業近代化促進資金(近 促貸付) 国民金融公庫 5200 4000 15.0 5.0 7.7

62 構造改善貸付(構 改貸付) 国民金融公庫 5200 4000 15.0 5.0 7.7

63 中小企業倒産対策資金(倒 産対策貸付) 国民金融公庫 0 1000 0.0 5.0 7.7

64 エネルギー有効利用促進資金(エ ネルギー貸付) 国民金融公庫 5200 0 15.0 0.0 7.7



表4-1プ ロ トタ イ プ シス テ ム収 録 デ ー三夕一 覧 (5/5)

制度
番号

制 度 名 取 扱 機 関
融資金額(万 円) 融資期間(年)

利率
(%)設備資金 運転資金 設備資金 運転資金

65 災害貸付 国民金融公庫 2000 2000 10.0 10.0 99.9

66 中小企業情報化促進資金貸付(情 報化貸付) 国民金融公庫 5200 0 15.0 0.0 7.7

67 一般貸付 国民金融公庫 4000 4000 10.0 5.0 7.7

68 移転等促進資金貸付(移 転貸付) 国民金融公庫 5200 0 15.0 0.0 7.7

1
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4.2プ ロ トタイ プ シス テム の機能

図4-1に 開 発 した プ ロ トタイ プ システムの機 能構成 を、 表4-2に プ ロ トタ イプ シス

テ ムの機能 概要 を示 す。

図4-1プ ロ トタイプ シス テムの機 能 構成

制度選択機能

適用評価機能

ア ドバ イス機能

デー タベ ース検 索機 能

入出力機能

一一32-一



表4-2プ ロトタイプシステムの機能概要一覧

ク瀕 機 能 機 能 概 要

知識 青報

処理}8

制度選択機能 各制度共通の質問と必要最ゾ]恨の制度固有の質問を行い、質問に対する回答を知

識ベースで半新 しながら、適用可能な$渡 を絞り込む。

適用評価機能 「制度の選択機能」で選択された適用可能制度に対して、相談内容に適 する順に

重み付けを行い適する順に$渡 を提示する。相談内容に適する順として、融資条件

の矛1庫の低い順とする。

アドバイス機能 既に選択された産業政策より有効なものを適用するために、相談者の克服すべき
r・

条1牛を提示する。克服条件に借入金額及び返済期間を使用する。

データベ

ース管理

部

データベース検索機能 相談内容に対する適用可能制度や適用見込制度の名称及びその言辞酢i報(取 扱機

関、資金使途、融資条件)を 地域童蒙政策データベースを検索 し入手する。

入出力部 入出力機能 システムからの質問を画面に表示したり、質問に対する回答をマウスによる該当

項目の選択やキーボードによる値の入力で行 う。

＼
、
＼
＼
＼

＼

一一33一



4.2.1制 度 選 択 機 能

相談 窓 口で は、 窓 口担 当者 が相 談者 と対 話す る中で、企 業情報(業 種 、従 業員 数 、資本

金 、事 業場 所)、 相 談 内 容(相 談 目的 、借入 金額 、返 済期 間)な ど制度 を絞 り込 む ため に

必要 な質 問 と回 答 を繰 り返 す ことに よ り、適 用可 能 な制度 を選択 す る。

シス テム で は、各 制度 共通 の 質問 と必要 最 小限 の制度 固有 の質 問を行 い、質 問 に対 す る

回答 を知 識ベ ースで 判断 しなが ら、適 用可 能 な制度 を絞 り込 んで い く。

(1)主 機 能

① 入 力 され た企 業情 報 、相談 目的、借 入金 額、 返済期 間 を もとに、知 識 ベ ー スを用 いて

制度 を絞 り込ん で い き、必要 に応 じて 中間結果 を保 存す る。

② 保存 した中 間結 果 をパ ター ンマ ッチ ング(論 理 積)す ることに よ り、適 用 可能 と思 わ

れ る制度 を選 択 す る。

(2)処 理

システムが制度を絞 り込んでいく過程は以下のとおりである。

図4-2に 制度選択の処理の流れを示す。

①条件可能制度

企業情報が制度の融資対象者に該当するものを絞り込む。

IN:企 業情報(業 種、従業員数、資本金、事業場所)

OUT:条 件可能制度

② 目的可能制度

相談 目的が制度の政策概要(施 策 目的、利用 目的、詳細 目的)や 資金使途に該 当す

る ものを絞 り込む。

IN:相 談 目的(施 策 目的、利用 目的、詳細 目的、資金使途)

OUT:目 的可能制度

一34一



図4-2制 度の選択機能の処理の流れ

処理の流れ 一→

企業情報

口 絞り込み中間結果 金額可能制度 期間可能制度

適 用 可 能 制 度

デ

ー

タ

の

流

れ
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③適用見込制度

条件可能制度と目的可能制度をパターンマッチングさせることにより、適用可能と

見込まれる制度を選択する。

IN:条 件可能制度、目的可能制度

OUT:適 用見込制度

④金額可能制度

適用見込制度のうち借入金額が制度の融資金額以内であるものを絞り込む。

IN:適 用見込制度、借入金額

OUT:金 額可能制度

⑤期 間可能制度

適用見込制度のうち返済期間が制度の融資期間以内であるものを絞り込む。

IN:適 用見込制度、返済期間

OUT:期 間可能制度

⑥適用可能制度

金額可能制度と期間可能制度をパターンマ ッチングさせることにより、相談内容に

適用可能な制度を選択する。

IN:金 額可能制度、期間可能制度

OUT:適 用可能制度

一36一



4.2.2適 用 評 価 機 能

「制度選択機能」で選択された適用可能制度に対 して、相談内容に適する順に制度を提

示する。

相談者の立場から適用可能制度を評価する場合、制度間の比較材料としては利率や制度

利用難易度(申 込手続 きや融資政策等)な どが考え られ るが、制度利用難易度については

コンサルティングシステムが相談者に適合する制度を紹介することを目的としていること

から考慮 しないものとし、各制度の利率が低い順に提示する。

(1)主 機能

①適用可能制度を利率の低いものから表示する。

(2)処 理

適用 可能 制 度 を利率 の低 い順 に ソー トす る処理 は以下 の とお りで あ る。

図4-3に 適用 評 価結 果の イ メー^ジを示す 。

① 適用可 能 制度 す べ て につ いて 制度 名を キ ー と して産業 政策 デ ー タベ ー スを検 索 し、 制

度 の詳細 情 報 の うち利率 を入 手 す る。

② 適用 可能 制 度 を利率 で昇 順 に並 び変 え 、制 度名 を画面 に表 示す る。

IN:適 用 可 能制 度(外 部 フ ァイル)

OUT:適 用 可 能制 度(メ モ リ内)

図4-3適 用 評価 結 果 イ メー ジ

制 度 名

1.A制 度

2.D制 度

3.X制 度

4.K制 度

利 率

6.6

6.0

5.6

7.5

⇒

制 度 名

1.X制 度

2.D制 度

3.A制 度

4.K制 度

利 率

5.6

6.0

6.6

7.5

ソ ー ト前 ソー ト後
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4.2.3ア ドバ イ ス 機 能

相 談者 か ら入 手 した条 件 の いつれ かを変更 した場合 に、適用 可能 とな る制度 につ い て変

更す る条件 及 び制度 名 を提 示 す る。

ア ドバ イス を行 うに当 た り変更 可能 な条件 を選 定す る ことが 問題 とな るが 、モ デ ル シス

テ ムか らの質 問項 目は、企 業 情報 、相談 目的 、借入 条件(借 入金 額及 び返 済期 間)の3つ

に大別 で き、一 般 的 に は借 入条 件 のみ しか変更 す ることが で きな い。 したが って 、借 入条

件 で あ る借 入金 額 また は返 済期 間 の どち らかが該 当 しな い制 度 につ いて ア ドバ イス を行 う。

(1)主 機能

①借入条件の借入金額 または返済期間のどちらかが制度に適合 しないものを表示する。

(2)処 理

① 金額 ア ドバ イ ス制度

「制 度選 択 機能 」 にお け る適用 見込 制度 か ら金額 可能 制度 を除 いた もの を、借 入金

額 を変 更 した 場合 に適用 で きる制度 と して ア ドバ イスす る。

図4-4に 金 額 ア ドバ イス制度 の選定 フ ローを示す 。

IN:金 額可 能 制度 、適 用見込 制 度

OUT:金 額 ア ドバ イ ス制度

適用見込制度

図4-4

制度A

制度B

制度C

金 額 ア ドバ イス制度 の選 定 フ ロー

金額可能制度

一「[ヨ艦

金額ア ドバイス制度

一 「-制 度B
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「制度 選択 機能 」 にお け る適 用見 込制 度 か ら期 間可能 制度 を 除 いた もの を・返 済 期

間を変 更 した場 合 に適用 で きる制度 と して ア ドバ イ スす る。

図4-5に 期 間 ア ドバ イス制 度 の選定 フ ローを示す 。

IN:期 間可 能制 度 、適 用 見込 制度

OUT:期 間ア ドバ イス制 度

適用見込制度

図4-5

制度A

制度B

制度C

期 間 ア ドバ イス制度の 選定 ブ ロー

期間可能制度

一 「 コ 制度B

期間ア ドバイス制度

一[「 三]　竃6

4.2.4デ ー タ ベ ー ス 検 索 機 能

相談内容に対する適用可能制度や適用見込制度の名称及びその詳細情報(取 扱機関、資

金使途、融資条件)を 地域産業政策 データベースを検索 し入手する。

プロ トタイプシステムでは、地域産業政策データベースに収録する詳細情報を取扱機関

及び融資条件のみに限定 している。

図4-6に データベースの検索 フローを示す。

(1)主 機能

①制度番号をキーと して地域産業政策データベースを検索 し、制度の名称及びその詳細

情報を入手する。

(2)処 理

①制度名及 び取扱機関の入手

適用可能制度を表示するときなど制度名と取扱機関が必要となる場合、制度番号を

キーとして地域産業政策データベースを検索 し制度名及び取扱機関を入手する。

一39一



②制度の詳細情報の入手

制度名の他に制度の詳細情報が必要な場合、制度番号をキーとして地域産業政策デ

ータベースを検索 して融資条件など詳細情報を入手する。

図4-6デ ー タ ベ ー ス の 検 索 フ ロ ー

制度N・ 一 ーーー ー 一 →

詳細 内容
・制度 名

・取扱 機 関

・資金 使途

・融資 条件

≒
地域産業政策情報

データベース

(3)地 域 産 業政 策情 報 デ ー タベ ー ス構 造

図4-7に 地域 産 業政策 情報 デ ー タベ ー スの構造 を示 す。

図4-7地 域産 業政 策情 報 デー タベ ースの構 造

0

1
1

9
ム

0
σ

4

n seidobashotori

短期 経営 資金1名 古屋 市

長 期経 営 強化 資金2愛 知 県

公 害 防止 貸付3中 小 企 業金 融

構 造 改善貸 付4国 民 金 融公庫

skaneukaneskikanukikanritu

O20000.01.06.0

70005.00.00.0

6006007.05.06.8

*デ ー タ ベ ー ス 項 目内 容

no… 制 度 番 号

seido… 制 度 名

basho… 取 扱 区 分

tori… 取 扱 機 関

skane… 設 備 資 金ritu

ukane・ ・ 運 転 資 金

skikan… 設 備 資 金 融 資 期 間

ukikan… 運 転 資 金 融 資 期 間

利率
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4.2.5入 出力 機能

相 談者 は相談 内容 を整理 した うえで適 当 な表現 で 窓 口担 当者 に伝 え、 窓 口担 当者 は相 談

内容 を理解 す べ く必 要 な質 問 を繰 り返 して い る。

システ ムで は、 相談 者 と窓 口担 当者 のや り と りにっ いて 、 システ ムか らの質 問 を画 面 に

表 示 した り、質 問 に対 す る回答 をマ ウス に よ る該 当項 目の選択 やキ ーボ ー ドに よ る値 の 入

力で行 う。

(1)主 機 能

① システ ムか らの質 問 や メ ッセ ー ジを画面 に出力 す る。

② 相談 者 の相 談 内容 や ホ ス ト側 か らの質 問 な どに対す る返 答 をマ ウスや キ ー ボー ドで 行,

う。

(2)処 理

以下 の よ うな項 目にっ いて 、画面 に表 示 され るメ ッセー ジに したが い表 示 され て い

る項 目の 中 か らマ ウスで選 択 す るか、数 値 を入 力す る。

① 業種 の選 択

「工業 」 、 「卸 売 業 」、 「小売 ・サ ー ビス業 」の 中か ら選 択す る。

② 従 業員 数の 入 力

値 を入 力

③ 資本金 の入 力(② で入 力 され た従業 員数 に よ って は質 問 しな い。)

値 を入 力す る。

④ 事業 場所 の選 択

「愛知 県 」、 「名古 屋 市 」、 「そ の他 」の 中か ら選 択す る。
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⑤施 策 目的 の選 択

1β 種類 に分類 され た施策 目的(制 度 が っ くられ た 目的)の 中か ら、 相談 者 の相 談

目的 に該 当す る もの を選択 す る。

施 策 目的の 分類 は以 下 の とお りであ る。

「エ ネ ル ギーの 有効 利用 」、 「安 全対 策 」、 「移 転 関係 」、 「公害 対策 」 、 「新 技

術 ・新製 品 の 開発 」、 「先 端技術 関係 」 、 「地場産 業 の振 興」 、 「店 舗 の改善(含 む

商店 街)」 、 「特 定地 域対 策」 、 「新 規 開業 」、 「経 営の 安定 」、 「貿易 振興 」 「季

節資 金 」、 「事 業転 換 」、'「構造 改善 」 、 「災 害復 旧」

⑥ 資金使 途 の選 択

「運 転 」 、 「設備 」 の どち らか を選 択す る。

⑦ 利 用 目的 の選 択

施 策 目的で 選択 した分類 に属 す る制度 の利 用 目的 を選択 す る。

例 え ば 、施 策 目的 で 「先 端技 術 関係 」を選 択 した場 合 「エ ネルギ ー に関す る設備 」、

「再 生利 用 」 、 「製造 」、 「設備 貸与 」、 「中小 企業 近代 化」 、 「機 器導入 」 の 中か

ら選 択す る。

⑧詳 細 目的 の選 択

施策 目的及 び利 用 目的で選択 した分 類 に属す る制 度 の詳細 目的 を選 択す る。

例 えば 、施 策 目的 で 「先端技 術 関係 」、利 用 目的 で 「製造 」を選 択 した場合 「先端

技 術製 品 」、 「部 品 ・部 品の原 料 ・製造 に必 要 な装 置」 の中 か ら選 択 す る。

⑨ 借入 金 額 を入 力

値 を 入 力す る。

⑩返 済 期 間 を入 力

値 を入 力 す る。
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(3)画 面 イ メー ジ

入 出力の 画面 と して は、項 目選 択 画面 、.値 入 力画面 、 コンサ ル テ ィ ング結 果 表示 画

面 の3種 類 に分 け る ことが で き る。

① 項 目選 択画 面

図4-8に 項 目選択 画面 の イ メー ジを示 す。

図4-8項 目選択 画面

業 種 は何 です か。

卸 売 業

工 業

小売 ・サ ー ビス業

② 値入 力画 面

図4-9に 値 入 力画面 の イ メー ジを示 す。

図4-9値 入 力画 面

一
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③ コ ンサル テ ィ ング結果 表示 画面

図4-10に 適 用可 能制度 の 表示 画面 、図4-11に 制度 の詳 細情 報 画面 の イ メー

ジを示 す。

図4-10適 用 可能 制度 の表示 画面

適用可能と思われる制度

経済環境適応資金/企 業活性化
新事業 ・技術振興貸付/先 端技術振興資金

取扱機関

愛知県
中小企業金融公庫

図4-11制 度の 詳細 情報 の表示 画面

***詳 細 情報

〔制度名 〕

〔取 扱機 関〕

〔融 資金 額〕

(設 備)

(運 転)

〔利 率〕

〔融 資期 間〕

(設備)

(運 転)

化性活業企/金貸応適境
*
環
県

*
済
知

*
経
愛

円

円

万

万

0

0

%

0

ρ0

0

6

飢1

年

年
0

0

1
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4.3知 識 ベ ー ス

4.3.1知 識 ベ ー ス の 構 成

知 識ベ ー ス は、地域 産 業政 策情 報 デ ータベ ー ス(シ ス テム の検 索対 象で あ る個 々の融 資

制度 を記 述 した オ ブ ジ ェク ト群)、 お よび融 資 の可 能 性 を調べ るた めの条 件 を記 述 した フ

レー ム群 よ り成 る。

フ レー ム群 は、企 業情 報(業 種 、 従業 員数 、事 業場 所等)を 記 述 した企 業情 報 フ レーム

と、産業 政策 を もとに分 類 され た施 策 目的 な どを記述 した相談 目的 フ レー ム と相 談者 か ら

得 られた相 談者 固有 の情 報 が設 定 され る相談 者情 報 フ レー ムよ り構成 され る。

図4-12に 知識 ベ ースの構 造 を示す 。

(1)企 業情 報 フ レー ム

相談 者 の もっ企 業情 報 が融 資制度 の対 象 とな るか否 かの判 断を行 うため に、 企業 情報

フ レー ムを設 けて い る。 これ らは、 〈業種 一従 業員 数 一資本金 一事 業 場所 〉 とい う階

層 構造 に よ り定義 されて い る。

図4-13に 企 業情 報 フ レー ムの構 造 を示 す。

(2)相 談 目的 フ レー ム

相 談者 が利 用 しよ うとす る制 度 を、産 業 政策 を もとに 〈施 策 目的 一資金 使 途 一利用

目的 一詳 細 目的 〉 とい う階層 構造 によ り定義 されて い る。 ここで、 資金 使途 は設 備 と

運 転 に大別 され る。 さ らに、抽 象 的な 目的か ら成 る利用 目的、お よ び よ り具体 的 な 目的

か ら成 る詳 細 目的 に よ り分類 され る。 これ らの 目的 は、制度 固有 の条 件 を記述 す る。

図4-14に 相 談 目的 フ レー ムの構 造 を示 す。

(3)相 談 者情 報 フ レーム

シス テム との 対話 に よ り得 られた 、相 談者 固有 の情 報 が設定 され る フ レー ムで あ る。

これ は、一種 の作 業用 フ レー ムで あ る。

図4-15に 相談 者 情報 フ レームの構 造 を示 す。
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1

心
①
一

極

(づ蜘 的

資金使途

○
利用目的

… ○

詳細目的

・… ○

参照する制度

root

図4-12知 識ベースの構造

業種

繭

○ 返済期間

相談者1青報

資本金"

、へ 、
、

事業場所1

借入金額

資金使途

施策目的

利用目的

詳細目的

従業員数 業種 資本金 事業場所

地域産業政策情報
データベース

「

[コ … クラス

○ … オブジエクト

ロ … インスタンス



図4-13企 業情 報 フ レー ムの構 造

業種 従業員 .資 本 金 事業場所

工業

一 愛知県内
その他

50人以下一－E騨 内

20人以下一一 鴎 ㌶ 内

100人以下－E繍 内

… ⊥∵ 璽 竃

MAx"At-:㌶≒ 雛

80人以下－t「 ㌶ 内

5人以下 名古屋市 内

小 売 ・

サービス業

10人以下一 一 －E㌶ 内

2人以下"「 ≡ ㌶ 内

30人以下　 E魏 胃内

5人以下一 －E㌶ 寓内

50人以下一 峰 ㌶ 内

20人以下一－E魏 胃内

MAX人1千 万円以下－E㌶ 胃内

一 一47-一



業種 従業員 資本金 事業場所

卸売業 10ALI下－E魏 胃内

2跡 一 峰 ㌶ 内

脚 下一 躍 ㌶ 内

郷 一[墾 竃吉内

50ALI下一 ー －E魏 胃内

脚 下一一 ー 一 「 魏 寓内

… ⊥1翻lll竃

∵1;1;1,
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施策目的

図4-14相 談 目的 フ レーム の構造

資 金使 途 利 用 目的 詳細 目的

先端技術関係

備
転

備

設
運

設

⊥

発開
・
の

術
品
技
製
新
新

の業産場
興
地
振

エ ネル ギー の

有効 利用

酬 　⊥ 鱒

鱗_
必要な装置

機器導入一「:ぽ 巖 灘

以外

中小企業近代化

設備貸与

こ ⊥;三∴1

再生利用 廃棄物の再生利用設備

　⊥i∵
_竃 鰻:,

研究 、試 作、企 業化

響ξな事業をエ ㌶ 巖 ㌧
人材養成

運転 機 業を一[㌶ 鷲 ㌧

人材養成

　「驚⊥雛欝
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施策目的 資金使途 利用目的 詳細目的

特定地域対策 設備
運転

謙 ⊥錨一七竃竺

移転関係

公害対策

安全対策

新規開業

転

備

運

設

備

備

備
転

設

設

設
運

工場移転 ・環境整備 ・公共事業の施行に伴う

市街地等の整備 ・事務所移転

経営の
安定

設備

運転

轍嚥 難:㌍

水運業 ・港湾運送業

経営基盤強化

設備近代化

労働環境改善

下請中小企業対策一親事業者より影響を受ける者

!業近代化一「欝 翼イ欝::㌘
事業協同組合等

　 ⊥ll欝

近代化促進

労働環境改善

下請中小企業対策一親事業者より影響を受ける者

倒産防止 関連企業より影響を受ける者
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施策目的 資金使途 利用目的 詳細目的

∵ 「二ll響i叢1;1

季節資金 趣 一-纂::≧ 遵

事業転換

構造改善

備
転
設
運

災害復旧

備
転
設
運

備
転
設
運

図4-15相 談者 フ レー ムの構造

相談 者 フ レーム

企業情 報

・業種

・従業 員数

・資本 金

・事 業場 所

相談目的 一

・施策目的
u

・資金 使途

・利 用 目的

・詳 細 目的

一 借入条件 一

・借入金額

・返済期間
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4.3.2知 識 ベ ー ス を 用 い た 推 論

「地 域 産 業 政 策 コ ンサ ル テ ィ ン グ シ ス テ ム 」 で 使 用 す る エ キ スパ ー トシ ェ ル(NEXP

ERTOBJECT)は 、 推 論 を 表 現 す る た め に プ ロ ダ ク シ ョ ン ・ル ー ル(以 下 単 に

「ル ー ル 」 と い う。)を 使 用 して い る。

(1)ル ール の表現 方法

IF〈 条 件 部 〉 .THEN〈 実 行 部 〉

とい う単 純 な形 を して いて 、 その意 味す ると ころは文 字 どお り、

「も し、 〈条 件 部 〉が満 た され れ ば、 〈実 行部 〉を実 行 しな さい。 」

あ るいは、

「も し、 〈条 件部 〉が満 た され れば 、 〈実 行部 〉で あ る。 」

とい う ことであ る。

NEXPERTOBJECTで は、上記 の表現 に く仮説 〉を加 え 、

IF〈 条件 部>THEN<仮 説>ANDDO〈 実行 部 〉

とい う形 を してい て、 その 意味 は、

「も し、 〈条件 部 〉が 満 た されれ ば、

〈仮説 〉を真 と し、 〈実行 部 〉を 実行 しな さい。 」

とな り、 〈仮 説 〉に は く実行 部 〉を実行す ると きに必 ず実 行 して ほ しいル ール の ルー

ル名 を書 き、 仮説 の ル ールの 真偽 を推 論 す る ことによ り、 真 ・偽 ・不 明 の いつ れか と

します 。

な お、 ル ールの特 徴 は以 下 の とお りで あ る。

1)専 門家 か らの経 験 的 な知識 、 断片 的 な知 識 を収 集 ・整理 して い くの に適 す る。

2)知 識収 集 ・整理 作業 終 了後 の知 識 の入 力作 業が 大変 簡単 で あ り、効 率 が よ い。

3)知 識 の 全体像 が っか み に く く、 ル ール知識 の個数 が 多 くな った場合 に は、知識 の

検 証 が難 しくな って しま う。(ル ール全体 の ブ ロ ック化 が必 要)
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(2)ル ール ・シス テム の構成

ルール を知識 表現 と して用 いて開発 され た システ ム は、 ル ール ・システ ム と呼 ばれ 、

知識 ベ ース、 ワーキ ング ・メモ リ(作 業記 憶)、 推 論 エ ン ジンの3つ の要 素か ら構 成

され る。 こ こで、 知識 ベ ー ス とい うの はル ールの 集合 の ことであ り、 ワーキ ング ・メ

、モ リとは推 論 の実 行 中 に得 られ た中 間仮説 を一 時 的 に記憶 す る領域 で あ り、推 論 エ ン

ジ ンは作 業記憶 の内容 に応 じて ル ールを適 用 し推 論 を制御 す る。

プ ロ トタイプ システ ム には、 知識 ベ ース と して 企業 情報 フ レーム と相 談 目的 フ レー

ムがあ り、 ワー キ ング ・メモ リと して相談 者情 報 フ レームが あ る。

図4-16に プm/ダ ク シ ョン ・シス テムの 構成 を示 す。

/

,!

∫図4-16プ ロ ダ ク シ ョ ン ・シス テ ム の 構 成

/
～

/

/

1知 識 ベ ス
!
1ユ

f

→

←

3)推 論方 式

一 般 的 に推 論方 式 に は以 下 の4方 式が あ り、 プ ロ トタ イプ システ ムで は 「④ 黒板 モ

デル」 に よ り推論 を行 って い る。

図4-17に プ ロ トタイ プ システム の推論 概 略 を示す 。

①前 向 き推 論

条 件部 の 満 た され るル ール が探 され 、停 止条件 を満 たす 結論 が得 られ る まで認知 一

行 動サ イ クル を繰 り返 す。 解 の 候補 が 無数 にあ る合 成 型 の問題 に適 して い る。
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②後向き推論

結論の候補となる仮説を作業領域におき、この仮説を立証できるルールを探す。与

え られ た候 補 か ら解 を 探す 、分類 型 の問題 に適 して い る。

③ 双方 向推論

前 向 き推 論 、後 向 き推 論 を組 み合わせ て推 論 を行 う方 法 。結 論 か らの後 ろ向 き推論

と事実 か らの前 向 き推論 を 同時 に混ぜ合 わせ て実 行す る もの と、仮 説検 証 に よ る もの

の2種 類 が あ る。

④黒板 モ デル

ル ールを用 いた 高度 の推 論機 構 で、知識 ベ ー ス とワーキ ング ・エ リア要素 を グル ー

プ化 し、 特定 の 領域 の問題 には特定 の グルー プで対応 させ るこ とによ り、 ア クセ ス効

率 を向上 させ る方 法 。

一54-一



相談目的

図4-17

施策目的 ○○○

資金使途 ○○

利用目的 ○○○

詳細目的 ○○○

① 目的による
制度の絞り込

w

プロトタイプシステムの推論概略

企業情報

融資制度D

融資制度C

融資制度B

融資制度A

業種

従業員数

資本金

事業場所

企業情報による
制度の絞り込み

○○

○○○○

○○

○○○

②

融資制度G

融資制度C

融資制度B

←目的可能制度 条件可能制度→ 融資制度A

③ ① と② のパ ター ンマ ッチ ング

融資制度C

融資制度B

融資制度A

↑
適用見込制度 借入金額
↓ ↓

④金額による
融資制度C制 度の絞 り込み

→

融資制度B

融資制度A

↓

返済期間

→

⑤期間による制度
の絞 り込み

金額可能制度→ 融資制度B

融資制度A

↓

期間可能制度→ 融資制度C

融資制度B

融資制度A

適用可能制度→

⑥ ④ と⑤ の
パ ター ンマ ッチ ング

融資 制度B

融資制度A
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4.4プ ロ トタイ プ シス テムの 実行 例

く例題1>

先端技術製品を製造 している中小企業者が、業務の拡大にともないNC[作 機 を

導 入 したい。 何 か よい制度 はな いか。

(1)画 面入 出 力

1シ ステムか らコンサルタ ン トへの⇒1
コ ンサ ル タ ン トか らの回答

①

②

③

業種は何ですか。

卸売業

工業

小売 ・サービス業

従業員は何人ですか。

(値の入力)

事業場所 はどこですか。

その他

工業

20

愛知県

名古屋市 一

一56-一



④ 施策目的は何ですか。

エ ネル ギー の有 効利 用

安全対策

移転関係

季節資金

経営の安定

公害対策

構造改善

災害復旧

事業転換

新規開業

新技術 ・新製品の開発

先端技術関係

地場産業の振興

店舗の改善(含 む商店街)

特定地域対策

貿易振興
先端技術関係

⑤ 使途は何ですか。

巨
⑥[④]の 利用目的はなんですか・

〈先端技術関係を選んだ場合 〉

ここは、

④ の 選択 に よ って

エ ネル ギ ーに関す る設 備

機器導入

再生利用

製造

設備貸与

中小企業近代化 一
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⑦[⑥]の 詳細目的はなんですか・

〈先端技術関係を選んだ場合〉

先端技術製品

部品、部品の原材料、製造に必要な装置

先端技術製品

こ こは、⑥ の選 択 に よ って選択項 目が異 な る。

⑧ 金額 はい くらで す か。(単 位:万 円)

「=] 7000

⑨ 期 間 は どの くらです か。(単 位:年)

口 10

入力処理終了

画面出力

***処 理選 択 メニ ュー***

1適 用可 能 制度 の表示

2ア ドバ イ ス

3終 了

⇒ 番号 を選 んで 下 さい。1

ー
↓

***適 用 可能 と思 われ る制 度*** ***取 扱 機 関***

1.経 済環境適応資金/企 業活性化(先 端技術設備導入促進)愛 知県
2.新 事業 ・技術振興貸付/先 端技術振興資金 中小企業金融公庫

⇒ 詳細情報を表示 しますか。(yorn)y

⇒ 表示す る制度名の番号を選んで ください。1

↓
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***詳 細 情報***

〔制度名 〕 経 済環 境 適 応資 金/企 業 活性 化(先 端 技術 設備 導入 促進)

〔取扱 機関 〕 愛 知県

〔融資 金額 〕
(設 備)10000万 円

(運 転)0万 円

〔利率 〕6.6%

〔融 資期 間〕

(設 備)10年

(運 転)0年

⇒Returnキ ー を押 して下 さい。

-

↓

***処 理選択 メニ ュー***

1適 用 可能 制度 の表 示
2ア ドバ イ ス

3終 了

⇒ 番 号 を選 ん で下 さい。2

ー

l
-
∀

***ア ドバ イス項 目***

1金 額 を変 更 した場 合

2期 間を変 更 した場 合

⇒ 番号 を選 んで 下 さい。 2

ー

↓

***適 用可 能 と思 われ る制 度***(期 間 を変更 した場 合)***取 扱 機 関***

1.先 端技術等育成資金/先 端技術開発 ・導入

⇒ 詳細情報を表示 しますか。(yorn)

名古屋市

y
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***詳 細情 報***

〔制度 名 〕 先 端 技 術等育 成資金/先 端 技術 開 発 ・導入

〔取扱機 関 〕 名 古屋 市

〔融資金 額 〕

(設 備)5000万 円

(運 転)0万 円

〔利 率〕6.2%

〔融 資期 間 〕

(設 備)7年

(運 転)0年

⇒Returnキ ー を押 して下 さい。

ー
↓

***処 理 選 択 メニ ュー***

1適 用 可能 制 度 の表 示
2ア ドバ イ ス

3終 了

⇒ 番 号 を選 ん で下 さい。2

該当する制度がない場合

***該 当す る制 度 はあ りません***

⇒Returnキ ー を押 して下 さい。
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(2)ル ールの動き

システムからの質問 ルールの流れ

① 業種はなんですカ、 もし、業種が'卸 売業"な らば

卸蹴 板説が真 → 相談者情報に"庄P虎業"を 設定
卸売業 ※もし、業種が"工 業"な らば、

工業 工業の仮説が真 → 相談者情報に"工 業"を 設定
ノ」売 ・サービス業 もし、業種が"ノ」涜 ・サービス業"な らば

ノ」涜 ・サービス業の仮説が真 → 相談者情報に"ノ」涜 ・サービス業"を 設定

撲

② 従i類は何人です挑 もし、工業の仮説が真であり、従業員が5人 以下ならば、
5人以下の仮言動漬 → 相談者情報に"5,人 以下'を 設定

20 ※もし、工業の仮説が真であり、従業員が20人 以下ならば、
20ノ人」獅 ヒZX反言党力演 → 椎 弓ミ離 …幸艮↓こ"20バ そ渓 三

もし、工業の仮説が真であり、従業員が50人 以下ならば、
50人以下の仮説が真 → 相談者情報に"50人 以←ド'を設定

もし、工業の仮説か真であり、従業員が80人 以下ならば、
80人以下四屍助 演 → 橘炎者情報1ご80人 以下'を 設定

もし、工業の仮説力演 であり、従業員が100人 以下ならば、
100人以下の仮説が真 → 相談者情報に"100人 以下'を設定

もし、工業の仮説か真であり、従業員が300人 以下ならば
300人以下の仮言動漬 → 相談者情報1ご300人 以下"を 設定

もし、工業の仮説が真であり、従業員が300人 以上ならば、
300ノ眺(Z){反 言免力演 → ホ目き炎者「青幸艮1こ"300/W"撒

③ 事業場所はどこですパ もし、20人以下の仮説か真であり、事業場所が その他"な らば、
そ刎也の仮説が真 → 相談者情報に"そ の他"を 設定

その他 条件$渡 群を確定する。

愛知県 目的発動仮説を真にする。

名古屋市 ※もし、20人以下の仮説が真であり、事業場所が 愛矢[県"ならば

愛知県の仮説が真 → 相談者情報に"愛 知県"を 設定
愛矢[県 条件$1度群を確定する。

目的発動仮説を真にする。

もし、20人以下の仮説が真であり、事業場調が"名 古屋市"な らば、
名古屋市の仮説が真 → 相談者1青椴に"名 古屋市"を 設定

条件制度群を確定する。
目的発動仮説を真にする。

④ 施策目的は何ですカ、 もし、目的発動仮説が真であり、施策目的力ぐ エネルギーの有効和」用"な らば、
エネルギーの有効利用の仮説が真 →

エネルギーの撚1用 相談者情報に"エ ネルギーの有効利用"を 設定

安全対策 もし、目的発動仮説が真であり、施策目的が"安 全対策"な らば

移転関係 安全対策の仮説が真 → 相談者情報 こ"安全対策"を設定
季節資金 もし、目的発動仮説が真であり、施策目的が"移 転関係"な らば

経営の安定 移転関新 歳勘違 → 相談者情報ご 移転関係"を設定
公ii敦寸策 もし、目的発動仮説が真であり、施策目的が 季節資金"な らば
構造改善 季一 反読が真 → 相談者1青轍ご 季§行資金"を設定
災害復旧 もし、目的発動仮説か真であり、施策目的が 経営の安定"な らば、
事業転換 経営の安定の仮説が真 → 相談者情報に"経 営の安定"を 設定
新規開業 もし、目的発動仮説が真であり、施策目的が 公害対策"な らば
耕支術・軋 り開発 公害対策の仮説が真 → 相談者情報に"公 害対策'を 設定

先)繍 潤係 もし、目的発動仮説が真であり、施策目的が"構 造改善"な らば
地場童業の振興 構造改善の仮言動漬 → 相談者情報に"構 造改善"を 設定

店舗の改善(含む商店街) もし、目的発動仮説が真であり、施策目的が"災 害復旧"な らば

特定地域対策 災害復旧(刎反言勘違 → 相談者情報に"災 害衡 日"を設定
貿易振興 もし、目的発動仮説が真であり、施策目的が 事業転換"な らば

事業転換の仮説が真 → 相談者情報 こ"事業転換"を 設定
先1縮㊦潤係 もし、目的発動仮説が真であり、施策目的バ 新規開業"な らば

新ヲi尉掲業の仮説か真 → 椎 奏者f吉報1ご 新ヲi同調業"を 設定
もし、目的発動仮説が真であり、施策目的が 新技術・新製品の開発"な らば、
新技術 ・新製品の開発の仮説が真 →

椎 炎者†青椴1ご 新描ホ〒・耕鋤 謂発"を 言受走

(注)※ があるルールう処 理されているものである。
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システムからの質問 ルールの流れ

※もし、目的発動仮言動 漬であり、施策目的ゲ 先端技術関係"な らば、
"『

、!真 → 相談者精華威ご 先タ散 ホ関 系"を 設定

もし、目的発動仮…胞)漬であり、施策目的が'地 場産業の新興"な らば、
漬 → 相談者情報に"地 場産業¢噺興"を 設定

もし、目的発動仮説が真であり、施策目的が'店 舗の改善(含 む商店街)"な らば、
店舗の改善(含 む商店街)の 仮説が真 →

相談者情報に"店舗の改善(含む綱"を 設定
もし、目的発動仮説が真であり、施策目的力C特 定地域対策"な らば、
特定地域対策の仮説が真 → 相談者情報に"特 定地域対策"を 設定

もし、目的発動仮説が真であり、施策目的が"貿 易新興"な らば
貿易新興の仮説が真 → 相談者情報に"貿 易新興"を 設定

⑤ 使途は何ですカ、 もし、 、 漬 であり、使途が"運 転"な らば、

運転の仮説が真 → 相談者情報に"運 転"を 設定
運転 ※ も し、"`'、 漬 で あ り、使 途 が"設 備"な らば 、

設備 設備の仮説か真 → 相談者情報に"設 備"を 設定
謙

⑥ 利η目的は何です加 もし、設備の仮説が真であり、禾1用目的が"エ ネルギーに関する設備"な らば、
エネルギLに関する設備の仮説が真 →

エネルギーに関する設備 相談者情報に"エ ネルギーに関する設備"を 設定
梼器導入 もし＼設備(功反言肋 填であり、禾1用目的が"機 器導入"な らば
再生禾1用 機器導入(Z叛説が真 → 相談者情報に"機 器導入"を 設定
製造 もし、設備の仮説が真であり、利用目的か㍗再生利用"な らば、
設備貸与 再生手1用例屍免が真 → 相談者闇{1ご 再野 帰"を 設 定
ヰ小企業近代化 ※もし、設備の仮言動 漬であり、禾1周目自助"製 造"な らば、

製造羽庭党が真 → 相談者情報 ご 製造"を設定
鎚 もし、設備の仮言動 漬であり、禾1用目的が 設備貸与'な らば、

設備貸与の仮言肋 漬 → 相談者情報に"設 備貸与"を 設定
もし、設備の仮説か真であり、禾1用目的が"中 小企業近代化"な らば、

中小企業近代イ噸 助演 → 相談者情轍ご 中ノ」企業近代化"を設定

⑦ 謝 田目的は何ですパ ※もし、製造の仮説が真であり、言羊細目的力C先 端技iホ製 品"な らば、
先}縮ホ1製一 項 → 相談者情報ご 撒 醐"を 設定

先端枝柿製 品 もし、製造の仮説が真であり、
音隈ト纏 の原材料、 言羊細目的が"編 部品の原材料、製造に必要な装置"な らば

製造に必要な装置 部呈ト細 の原材料、製造に必要な装置の仮言動 填 →

相談者情報 ご 部品、部品の原材料、製造に必要な装置"を 設定
先端揃儲 犀品

もし、制度作成仮説が真であり、使途カミ"運転"な らば、

作成仮説が真 → 運転痔¢借入条{牛を設定
$渡DBを もとにi絢牛可能制を作成する。

制度DBを もとに目的可能制度を作成する。
※もし、$1度作成廃肋 漬であり、使途が 設備"な らば、

作り～仮説が真 → 設備時の借入条〔牛を設定
$1度DBを もとに条件可能el渡を作成する。

制度DBを もとに目的可能制度を作成する。

※もし、作成仮説δ填 であり、条件可能制度と目的可能先渡 に共通の制度があるならば

砒較1)
上ヒ較1の 仮説が真 → 適用見込制度を作成する。

⑧ 金額はいくらですパ ※もし、比較1の 仮説が真であり、金額が入力されたならば、
(単位:万 円) 金額庭肋漬 → 椎炎者情報に入力金額を設定

適用見込制度をもとに金額可脂告1度を作成する。
7,000

⑨ 期間はどのくらいです挑 ※もし、金額原説が真であり、期間が入力されたならば、
(単位:年) 期間仮説が真 → 相談者1青報に入力期間を設定

適用見込$1度をもとに期間可能 制度を作成する。
10 ※もし、期間仮説が真であり、金額司育蹄1度と期間可能制度に共通(蹄1度があるならば

批 較2)比較
2の仮説が真 → 適用可能告唖度を作成する。

(注)※ があるルールが処理されているものである。
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〈例題2>

工場排水の汚濁のため、排水 ろ過装置を導入 したい。何かよい制度を利用できない

か 。

(1)画 面 入 出力

システ ムか らコ ンサ ル タ ン トへ の 質問 コ ンサ ル タ ン トか らの回 答

①

②

③

④

業種 は何 です か。

卸 売 業

工業

小売 ・サー ビス業

従 業 員 は何 人です か 。

資本 金 は い く らで すか 。

事 業場 所 は ど こです か。

その他

『
「 二 二](値 の入力)

(単 位:万 円)

[二 二 コ(値 の入力)

口
口

愛知県

名古屋市 『
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⑤ 施策目的は何ですか。

エ ネル ギ ーの有 効 利用

安全対策

移転関係

季節資金

経営の安定

公害対策

構造改善

災害復旧

事業転換

新規開業

新技術 ・新製品の開発

先端技術関係

地場産業の振興

店舗の改善(含 む商店街)

特定地域対策

貿易振興

⑥ 公 害 対 策 の 使 途 は 設 備 の み で す 。

設 備

⑦ 金 額 は い く らで す か 。(単 位:万 円)

⑧ 期 間 は どの く らで す か 。(単 位:年)

・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ … ◆ ・ ・ 入 力 処 理 終 了
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画面出力/

***処 理 選 択 メニ ュ ー***

繁 頁鞭 度の表示、
終 了

⇒ 番 号 を選 んで下 さ い。

ー

↓

適用可能と思われる制度

公害防止貸付
産業公害防止施設等整備資金(公 害貸付)

⇒ 詳細情報を表示 します か。(yon)

⇒ 表示する制度名の番号 を選んで ください。

庫公融
庫
金
公
業
融
企
金
小
民
中
国

y

↓

***詳 細 情報***

〔制度 名〕 公害 防止 貸 付

〔取扱 機 関〕 中小 企 業金 融 公庫

〔融 資金額 〕

(設 備)52000万 円

(運 転)0万 円

〔利率 〕1%

〔融 資期 間〕

(設 備)15年

(運 転)0年

⇒Returnキ ー を押 して 下 さい。

ー
↓
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***処 理選 択 メニ ュー***

1.適 用 可能 制度 の表 示
2.ア ドバ イ ス

3.終 了

⇒ 番号 を選 ん で下 さい。2

l

l
・
Ψ

***ア ドバ イ ス項 目***

1.金 額 を変 更 した場 合

2.期 間 を変 更 した場 合

⇒ 番号 を選 んで 下 さい。 1

ー

1

ー
Ψ

***適 用 可能 と思 われ る制 度***(金 額 を変 更 した場 合)***取 扱 機 関***

1.公 害 防除 施設 整 備 資金

⇒ 詳細 情 報 を表 示 します か。(yorn)

愛知県

y

ー

1

・Ψ

***詳 細 情 報

〔制度名 〕

〔取 扱機 関 〕

〔融 資金 額〕

(設 備)

(運 転)

〔利率 〕

〔融資期 間〕

(設 備)

(運 転)

⇒ Return

***

公 害 防除施 設整 備資 金

愛 知県

3000万 円

0万 円

5.6%

7年

7年

キ ー を押 して下 さい。
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(2)ル ールの動き

システムからの質問 ルールの流れ

① 業種はなんですカ、 もし、業種が"卸i撲"な らば、

卸売業の仮説が真 → 相談老情報に"卸廃業"を 設定

卸売業 ※ もし、業種が 工業"な らば、

工業 工業の仮説が真 → 相談者情報 ご 工業"を設定
ノ」売 ・サービス業 もし、業種が ノ1涜・サービス業'な らば、

ノ1涜 ・サービス業倒 庭働 漬 → 相談者情報1ご ノ」涜 ・サービス業"を 設定

撲

② 従業員は何人です加 もし、工業の仮説が真であり、従業員が5人 以下ならば、
5人以 ドの仮説力演 → 相談者情幸威こ"5梛 を言鍛宣

350 もし、]業 の仮説が真であり、従業員が20人 以下ならば、
20人以下の仮説が真 → 相談者情報に"20人 以下"を 設定

もし、]業 の仮説が真であり、従業員が50,人 以下ならば、
50人以下の仮説が真 → 相談者1吉報}ご50人 以下"を設定

もし、工業Z栃 党が真であり、従業員が80人 以下ならば、
80ノ人J汗6Dイ反…勇力漬 → 椎 炎割 高幸艮}こ"80ノ滅 そ鍵

もし、工業の仮説が真であり、従業員が100人 以下ならば、
100以 下の仮説か真 → 相談老↑青報1こ"100以 下"を設定

もし、]≡ 動 漬 であり、従業員が300人 以下ならば、
300人以下の「醐 填 → 相談者1吉報 ご300人 以下"を設定

※もし、]業 の仮説が真であり、従業員が300人 以上ならば、
300人以上の仮説が真 → 相談者情報 こ"300人 以上"を設定

③ 資本金はいくらですカ、 もし、300人 以上の仮説が真であり、資本金が1千 万円以下ならば、

(単位:万 円) 1千万円以下捌扇動漬 → 相談者1青報に資本金を設定
※もし、300人 以上の仮説が真であり、資本金が1億 円以下ならば、

2,000 1億円以下の仮説が真 → 相談者青報に資本金を設定

④ 事業場所はどこですカ、 もし、1億 円以下の仮説力演 であり、事業場所が"そ(ぴ也"な らば、
その他ρ叛 説力演 → 相談者情報 こ"その他"を 設定

その他 条件$1度群を確定する。

愛欠[県 目的発動仮説を真にする。

名古屋市 ※もし、1億 円以下の仮説が真であり、事業場所が 愛矢[県"ならば、
愛矢[県の仮説が真 → 相談者情報に"愛 知県"を 設定

愛矢[県 条件$1度群を確定する。
目的発動仮説を真にする。

もし、1億 円以下の仮説が真であり、事業場所が"名 古屋市"な らば、
名古屋市の仮説が真 → 相談老情報に"名 古屋市"を 設定

条件需渡 群を確定する。
目的発動仮説を真にする。

⑤ 施策目的は何です加 もし、目的発動仮説が真であり、施策目的が"エ ネルギーの有効蕃1用"ならば、
エネルギーの有効和用の仮説か真 →

エネルギーの有効和用 相談者精鋼 ご エネルギーの有効和用"を 設定

安全対策 もし、目的発動仮説が真であり、施策目的が"安 全対策'な らば

榊諜孫 安全対策の仮説が真 → 相談者r青報1ご 安全対策"を 設定

季節資金 もし、目的発動仮説が真であり、施策目的が"移 転関係"な らば
経営の安定 移転関系の仮説が真 → 相談者1吉報にη移転関係ηを設定
公害対策 もし、目的i纏版 説が真であり、施策目的が"季 節資金"な らば

構造改善 季節資金の仮説が真 → 相談者情報1ご 季節資金"を設定
災害復旧 もし、目的発動仮言党)填であり、施策目的が 経営の安定"な らば、
事業転換 経営の安定の仮説力演 → 相談者情報に"経 営の安定"を 設定
新規粥業 ※もし、目的発動仮説が真であり、施策目的が 公害対策"な らば
耕 鋪 ・新製品の開発 公害対策の仮説が真 → 相談者情報ご 公害対策'を設定
先端技術閲系
地場童業の振興

もし、目的発動仮説が真であり、施策目的が 構造改善"な らば
構造改善羽扇莫が真 → 相談者情報に"構 造改善"を 設定

店舗の改善(含む醐 動
特幽 寸策

もし、目的発動反説が真であり、施策目的が 災害復旧"な らば
災害復旧(ぴ反説が真 → 相談者1青幸艮{ご災害復旧"を 設定

貿易振興 もし、目的発動仮説が真であり、施策目的が 事業転換"な らば
事業車蜘 原説が真 → 相談者1青報1ご 事業転換"を設定

公害対策 もし、目的発動仮説が真であり、施策目的が"新 規開業"な らば
新規開業の仮言動 漬 → 相談者情報に"新 規開業"を 設定

もし、目的発動仮説が真であり、施策目的が"新 技術・新製』顕開発"な らば、
新技術・新製品の開発の仮説が真 →

橋炎者†青報1ご縦 荷・新一 発"を言錠

(注)※ があるルールが処理されているものである。
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システムからの質問 ルールの流れ

もし、目的発動仮説が真であり、施策目的バ 先}縮 ホi僕孫"な らば、
、 漬 → 相談老情報 ご 先端技術関係"を設定

もし、目的発動仮説が真であり、施策目的が"地 ヒ鍵 業の新興"な らば、
漬 → 相談者情報 ご 地場産業の新興"を 設定

もし、目的発動仮説が真であり、施策目的が'店 舗の改善(含 む商店街)"な らば
店舗の改善(含 む商店街)(Z仮 説力演 →

相談者情報に"店 舗の改善(含 む雛 菊)"を 設定
もし、目的発動仮説か真であり、施策目的が 特定地域対策芦ならば、
特定地域対策の仮説が真 → 相談者情報1ご 特定地域対策"を設定

もし、目的発動仮説が真であり、施策目的が"貿 易新興"な らば
貿易新興の仮説が真 → 相談者情報に"貿 易新興"を 設定

⑥ 公i殼]策の使途は設備のみです6 ※もし、公害対策の仮説が真であり、使途が"設 備"な らば、
設備の仮言勘違 → 相談者情報 ご 設備"を設定

設備
謙

※もし、$1度作成仮説が真であり、使途が 設備"な らば、
作成仮説が真 → 設備時の借入条{牛を設定

$渡DBを もとに条件司育蹄1度を作成する。
$渡DBを もとに目的可能常1度を作成する。

※もし、作成仮説力演であり、条件可能常1度と目的可能先渡 に共通の常1度があるならば
砒鮫1)

上ヒ較1(Z仮 説が真 → 適用見込借腹 を作成する。

⑦ 金額はいくらです瓜 ※もし、比較1の 仮説が真であり、金額が入力されたならば、
(単位:万 円) 金額仮説が真 → 相談者情報に入力金額を設定

適用見込$1度をもとに金額司育{弗1度を作成する。
5,000

⑧ 期間はどのくらいですカ、 ※もし、金額仮説が真であり、期間が入力されたならば、

(単位:年) 期間傭助演 → 相談者1吉報に入力期間を設定
適用見込$1度をもとに期間可能b度 を作成する。

10 もし、期間仮説か真であり、金客飼 §蹄渡 と期間可能制度に共通(D$岐 があるならば
砒較2)

上種交2の仮説か真 → 適用可能借」度を作成する。

(注)※ があるルールが処理されているものである。
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4.5プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム の 評 価

第4.1～4.4節 にお いて 述 べ たよ うな機能 と知 識ベ ー ス、推 論機 構の もとで、 プ ロ

トタイ プ シス テムの 開発 を進 めて きた。

一般 に
、 コ ンサ ルテ ィ ング システ ム に代 表 され るエキ スパ ー トシステ ムの開発 で は、試

行 錯 誤的 な開発 によ り、実 用 システ ム と して望 まれ る機能 、 問題解 決 の ための能 力 につ い

て検 討す る ことが必 要 で あ る。 本 プ ロ トタイプ システ ムは、知 識 ベ ース と推 論機 構 に対 す

る要 件 を明 らか に し、 この 後 聞発 され るモデ ル システ ムを実現 す るための 実験 システ ム、

お よび この モデ ル システ ムが備 え るべ き具体 的機能 お よび能 力 にっ いて検 討す るため の シ

ステ ム と して位置 づ け られて い る。 これ は、知 識型 システ ムの 開発手 順 を考 え るな らば、

まず、最 初 にお お まか な 目標 を設 定 し、最 も基 本 的な知 識ベ ー ス と推 論機 構 を実現 し、 シ

ステ ムの動 作や要 求事 項 を調 べ なが ら、 システ ムの拡 張お よ び知 識 ベ ー スの 内容 の充 実 を

図 ろ うとす る、 いわ ゆ るラ ッピ ドプ ロ トタイ ピングの考 え方 に したが った もので あ る。

本 プ ロ トタイ プ システ ムの評 価 は、 次 の よ うな観点 か ら行 うこ とと した。 これ は、上 に

述 べ た シス テムの開 発 の 目標 お よび手 順 に従 った もので あ る。

1)開 発 環境 の構 成 と開 発項 目

2)ア ーキ テ クチ ャ

3)知 識 ベ ース の構造

本 プ ロ トタ イプ シス テ ムは図4-18(a)に 示す よ うな方法 によ り実現 され た システ

ムで あ る。 プ ロ トタイ プ シス テム は、SUNワ ー クステ ー シ ョ ン上 で稼 働す る知 識型 シス

テム構築 支援 シス テムNexpertObjectを 用 い実現 され て い る。 この ツー ル は、

知 識表現 と して オ ブ ジ ェク ト指 向 お よび ルー ル指 向知 識表 現 を提供 して お り、 システ ム開

発 環境 と してGUI(グ ラ フ ィカル ・ユ ーザ ・イ ンタフ ェース)、C言 語 との他言 語 間 イ

ンタ フェース、 な どを備 え て い る商用 の汎 用 システムで あ る。 本 プ ロ トタ イプ システ ム は、

この ツー ルの提 供す る知 識 表現 お よ び推論 機構 に コ ンサ ル テ ィ ングのた めの知 識 を コー デ

ィ ングす るとい う形 態 に よ り、開 発 が進 め られた。現 時 点 にお いて、 オ ブジ ェ ク トに よ り
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図4-18 システムの開 発環 境

(a) (b)

プ ロ トタ イプ シスデ ム

NexpertObject

/応 用 モ デ ル,'

tCe

.

」b0

C

trePXeN

一70-一



問題 分野 に存在 す る概 念 対象 を記述 す る ことが可 能 で あ った。 さ らに、推 論 プ ロ グラム は

ル ール に よ り記 述 され る(第4.4節 参照)。 .こ れ は、ル ール 型 プ ログラ ミングで あ り、

すべ て の動作 をル ール と して記 述 しな ければ な らな い。 この よ うなプ ログラ ミングで は、

シス テムの挙動 が 全て 具体 的 に極 め て細 かな部 分 まで記 述す る こ とが必要 で あ る こ とを示

唆 す る(第4.4節 、 ル ール の動 き参照)。 した が って、今 後 の モデ ル システ ム開 発 に際

して 、ル ールが多 くな る ことが容 易 に予想 され るので極 めて その コー デ ィ ングの ための 負

担 が重 くな ると考 え られ る。 この プ ロ トタイプ シス テム にお いて実 現 した プ ログ ラ ミング

内容 と同様 の動作 を果 た し、 よ り抽 象 化 され た方 法 に よ りプ ログ ラムを実現 す る ことが 必

要 で あ る と考え られ る。

また、 システ ムの 知識 ベ ー ス はNexpertObjectの 提供 す るユ ーザ イ ンタ フ

ェー スを利用 して い る。 この提 供 され た機 能 を用 い る ことに よ り、入 力 デ ー タの た めの エ

デ ィタ、知識 ベ ースの グラ フ ィ ッ ク表示 のた めの入 出 カ イ ンタ フ エー ス、 お よび推論 の道

筋 を表 示す るた めの 出カ イ ンタ フ エー スの開発 を簡 略 化す る ことが 可能 とな り、 これ らの

イ ンタ フ ェー スを利用 す る ことに よ って システ ム開発 の負 担 を軽 減す る こととな った。 し

か しなが ら、 この開発 方 法 で は、 プ ロ トタイ プ システ ムお よび問 題領 域 に定義 され る知 識

ベ ー スの 整合性 、 その一 貫性 の 管理 、ル ールの動 作 が全 て 内部表 現 と して表現 、操 作 お よ

び表 示 され る ことにな るた め動 作 の 直観 的な理 解、 な どが 困難 で あ るとい うよ うな課 題 が

生 じる。 このた めに は、 シス テ ム固有 の表 現 、ル ール の動 作 を記述 す るた めの応 用 モ デル

を部 分 的 に開発 し、 これ を ツー ル に組 み込む ことが必要 とな るで あ ろ う(図4-18(

b))。

プ ロ トタ イプ システ ムで は、 制度 選 択機能 、適 応評 価機 能 、 ア ドバ イス機能 、 デ ー タベ

ース検 索機 能、 問 い合わせ の た め の入 出力機 能 の機能 を試 作 す る こ とと した(図4-1)。

これ らの機 能 は、種 々の 融 資制度 を知 識ベ ー スに蓄 え、 あ る融 資条件 に適 す る融 資制 度 を

システ ムが提示 す る とい う観 点 よ り、開発 の 目的 とす る コ ンサ ル テ ィ ング システ ムの最 も

中心 的 な機能 を果 たす と考 え られ るで あ ろ う機 能群 で あ る。 した が って 、 これ らの機 能 が

稼 働 す る こ とな く して モ デル システ ム の挙動 を推定 す る ことは困難 で あ るので 、開 発項 目

の選 択 は最小 限の もの で あ った と考 え られ る。 しか しなが ら、 この選択 は、 システ ムの中

心的 な 部分 のみ を開発 の対 象 と して 選択 して い るた め、 内部表 現 を操 作 しなけれ ば な らな
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い とい う問題 が生 じた。 したが って 、 シス テムの 目的、表現 に応 じた開発 環境(シ ステ ム

固有 の利 用者 イ ンタフ ェー ス、推 論 の道筋 の ための説 明機能 、 な ど)を 部 分 的 に開発す る

こ とが必 要で あ った ろ う。

現在 の プロ トタイ プ シス テムで は、利用 者が コ ンサル テ ィ ングの経 験 を持 ち相談 内容 を

分 析 す る ことが可能 で あ る とい う人 間エ キ スパ ー トで あ り、要 求 され て る融資 条件 や融 資

目的 な どが適切 に窓 口担 当者 によ り整 理 されて お り、 検索 目的 が 明確 で あ る とい うこ とを

想 定 して い る。 この よ うな想定 の もとで は、上記5個 の機能 を備 え る こ とによ りプ ロ トタ

イ プ システ ム と して、 モ デル システ ム に必 要 とな る シス テムの 基本 動作 に係 わ る機能 を確

認 す る ことが可 能 であ ろ う。 む ろん、 表4-2に 示 した個 々の 機能 の極 めて簡 潔化 され た

仕 様 を満 た して い る。 しか しなが ら、 これ らの機能 の仕 様 、お よび要 件 は、次 に述 べ る知

識 ベ ー スの構造 、 コ ンサ ルテ ィ ング能 力 と深 く係 わ って い る。 また、 システ ムの取 り扱 う

対 象で あ る融資 制度 を拡 張 す る ことによ り、実行効 率 お よび知 識ベ ースの保 守性 な ど との

関 連性 も深 い。 したが って 、 これ らの 理 由か ら、今 後仕 様が よ り情 報 システ ム と して満 た

す べ き仕様 にな って い くと考 え られ る。

次 に、実現 され た個 々の 機能 につ いて述べ る。

1)制 度選択 機能

多 くの シス テムか ら問 いか け られ る項 目は、 マ ウスに よる選 択 に よ り選択 され、 これ に

応 じた融資制 度 が答 と して得 られ る。 しか しなが ら、問 い合 わ せ文 に用 い られ て い る用 語

が 固定 されて お り、 その 用法 の 理解 が 困難 な場 合が あ る。 また 、質 問項 目に対 す る答 お よ

び答 の 出力 に は曖昧情 報 が反 映 され な い。

2)適 応評価機能

得 られた融資制度 を、貸付利率が低金利であるという順序により表示する。利率だけで

はなく、より相談内容に適合する融資制度を明らかにするための判断基準を導入すること

が適切である。

3)ア ドバ イス機 能
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企 業情 報(従 業 員数 、資 本金 、 な ど)の 固定 され た条 件 、借 り入 れ金 額 、期 間 に よ り棄

却 され た候補 を表 示す る。 ここで 、 答が 得 られ なか った場 合、 そ の理 由 に対す る説 明 を行

う機 能 が提供 されて お らず 、 戸惑 う。

4)デ ー タベ ース検索 機能
ノ ノ

本 シス テムが取 り扱 う融 資 制度 は68件 あ る。 これ は、本 シス テムが 想定 して いた件数 の
ノ ノ
ノノ ノ

約1パ γ1/4の 量である・/

//

/
5),入 出 力 機 能/

己 くの質問文に対する答の要十 マウス1、よるメニ ュー方式 による選択方式としてL・
/

る。 しか しな が ら、 これ には、入 出力方 法 の 固定化 とい う問題 もあ る。
ノ

1
:1

コ ンサ ルテ ィ ングシス テムの 問題 解 決能 力(要 件 を満 たす 融資 制度 を提示 す る能 力)は 、

1

知 識 ベ ースの能 力 に依存 す る こと はよ く知 られて い る。本 プ ロ トタイ プ システ ムの知 識 ベ

ー ス は、 判断 基準 を記述 す るため の オ ブ ジェ ク トの集合 と推 論 プ ログラム の機能 を果 たす

|
ル ールの 集 ま り、 な どよ り成 る。 したが って 、融 資条件 お よ び融 資 制度 が もっ融 資 の た め

i
の 目的 を定義 す る判断基 準 を記 述 す る個 々の オ ブ ジェ ク トの構造 と、 その よ うな オ ブ ジ ェ

ク ト相互 の 関連性 が、 ル ール に記 述 され るプ ログ ラ ミング内容 よ り、重 要 で あ る。 なぜ な
ri

ら、それらの判断基準により記述される内容が検索対象となる融資制度の質を決定するた

めである。

こ こで、 オ ブ ジェ ク トの集 ま りよ り成 る空 間 を概念 空 間 と呼ぶ こ とにす る。 この概 念空

間 は、 融資条 件 、 コ ンサ ル テ ィ ング に必 要 とな る用語 お よ びそれ らの関連 性 を定義 す る。

さ らに、概念 空 間 を構 成す るオ ブ ジェ ク トは、 デ ータ構造 と して互 い に関連 づ け られ 、一

種 の ネ ッ トワー ク構造 とな る。

本 プ ロ トタイプ システム の概念 空 間 にお いて 最 も重 要 な役 割 を果 た して い るオ ブ ジ ェク

ト群 は、図4-14に 示 した施策 目的 を記述 す る施策 目的 フ レーム で あ る(こ こで 、 フ レ

ーム とオ ブ ジ ェク トは同義 な もの と して用 いて い る)。 この 図4-14に 示 す構 造 は、'融

資制度 の持 つ融 資 目的 を階層 構造 に よ り整 理 した もので あ る。 こ こで、 この階層 は融 資の
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目的 が よ り抽 象的 な もの 一よ り具 体的 な もの とい う、抽 象 一具体 関 係 に基 づ き定 義 され て

い る。 例 えば 、先端 技術 関係 一設備 一製造 一先端 技術製 品、 新技 術新 製 品 の開発 一設 備 ・

運転 一研究 ・試 作 ・企業 化 。前 者の 例 は、先端 技術 関係 を施策 目的 と し、 その使途 は設 備

に用 いる こ とが可 能 で あ り、 さ らに、先 端技術 製 品の製造 に用 い る ことが 可能 で あ る融 資

制度 を記述 す るための もので あ るとい う目的の 階層 を表 す。 現 在、 取 り扱 う施 策 目的 は1

6種 あ り、階層 の深 さ は、最大4レ ベ ルで あ る。 また、 これ は抽 象 一具 体 に基づ く階層構

造 で あ るの で、 概念 空 間 は木構 造 とな って い る。 したが って 、融 資 目的 が階 層 的 に整 理 さ

れ た要求 が与 え られ るな らば、 それ を満 たす融 資制度 を求 め る ことは容易 で あ る。

この よ うに定 義 され た概 念 構造 は、 次 の よ うな問題 があ る ことが プ ロ トタイ プ作 成 に よ

りよ り明 らか とな った。 反 面 、単純 な構造 は直観 的な理解 の 容易 性 、知 識 ベ ースの 保守 の

容 易性 、推 論 メカニ ズ ムの 単一 性 の向上 に有益 で あ るこ とは、 よ く知 られて い る。

1)概 念 空 間が狭 く、 単 純 であ る。

例 えば 、先 に示 した2っ の例 にお いて、2っ の 目的 は新技 術 とい うことに関 して、互 い

に関連 が あ るで あ ろ う。 この よ うな対 象間 の関連 性 は、現 在反 映 されて いな い。 また、 一

般 に、 階層構 造 は極 めて 制 限の 強 いデ ー タ構造 で あ る。 した が って 、 この構 造 の下 で は、

判断 の ため の知識 を記 述 す るため に、柔軟 性の あ る知 識や 曖昧 な知 識 が 、 この デ ータ構造

に無理 に埋 め込 まれて いた り、 うま く記述 す る ことが 困難 であ り欠 落 して い るの で はな い

で あ ろ うか 、 と い う知識 表 現 に対す る疑 問 は常 に生 じる問題 で あ る。 これ らは、融 資制度

を コ ンサル テ ィ ングす るための知 識 におけ る システムが提 供す る概 念 空 間 の記述 方 法 に関

す る課 題 で あ る。

2)利 用 方 法が 単調 で あ る。

現 在、 階層 の あ る1つ のパ スに示 され る条件 の みを満 たす融 資 制 度 のみ を求 めて いる。

したが って、こ の意 味 にお いて、結 果 は極 めて信 頼度 の高 い もの で あ ろ う。 しか しなが ら、

複数 の条 件 を満 たす もの、 あ る種 の蓋 然性 を伴 う出力 を得 る とい う要 求 に は、対応 す る こ

とが 困難 で あ る。 これ は、推 論 メカニ ズ ム(手 法)の 問題 で あ り、 融 資 目的 に対 す る要 件

を緩和 す る こと、 お よ び1っ のパ ス だ けで はな く複数 のパ ス を調 べ る こ とによ り適 応す る

可 能性 の あ る融資 制度 を得 る ことが可 能 であ ろ う。む ろん 、 この 問題 は、上 記1)の 問題 と
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の関連 が深 い。

その他 の評価 の観 点 と して、 コ ンサル テ ィ ング能 力が あ る。 これ に は、次 の2つ の側 面

が あ る。 この評 価 は、 プ ロ トタ イプ システ ムで は当面必 要 と しな い項 目であ るが 、実用 シ

ステ ムお よびモ デル システ ムに おい て必要 とな る機 能 お よび問題 解決 能 力の評 価 に は必 要

とな るた め付記す る。

1)シ ステムの 動 作の説 明

2)問 題解 決能 力

システ ムの動作 の説 明 は、 次の よ うな もの であ る。 システ ムが行 った推 論 に よ り答 え が

得 られ るまでの推 論 の プ ロセ ス、現 在行 って い る質問 応答 が いか な る条 件 に よ り、 どの よ

うな融 資制 度 を確認 す るた めの もの で あ るのか 、なぜ あ る制度 が適 応可 能 で あ ると判断 し

た のか、得 られ る制 度以 外 の制 度 に は他 に どの よ うな ものが あ るの か、 関連の 深 い融 資制

度(同 時 には借 り入 れ られ な い、他 の如何 な る融 資制度 と も並 行 して利用 す る ことが で き

な い)は 何 か、 な どを適切 に説 明 し、 それ を表示 す る。 説 明す べ き項 目お よび説 明が 求 め

られ るタイ ミングは、モ デ ル シス テ ム設 計 に際 して整 理 され て いな けれ ばな らな いで あろ

う。

いわ ゆ るエ キスパ ー トシステ ムの評 価 は、 その システ ムが 持 つ問 題解 決の 支援能 力を指

す 。 この場 合、利 用可 能 な融 資制 度 を得 る能 力 お よび個 々の制 度 を説 明す るこ との で き る

能 力が 窓 口担 当者 と同等 で あ る とい うことで あ る。 これ は、人 間 の エキ スパ ー トに よ り利

用す るこ とが可 能 な シス テム と して 先 ず整 備す べ きで あ る ことを 示 唆す る。本 プ ロ トタイ

プ シス テムで は、 この よ うな評 価 を行 わ な いが 、評 価基 準 を設 定 す るこ とは有 意義 で あ る。

本 プ ロ トタイプ シス テム開 発 の主 た る目的 は、モ デル シス テム 開発 の ための 仕様 の決 定

を行 うことに あ る。 この意味 にお いて 、今後 必要 とな る機 能 、現 時点 に お け る知識 表現 お

よ び推 論 メ カニズ ムな どが有 す る課 題 を明 確 とす る ことが可能 とな った。 また、実 シス テ

ム と して動 作 して い るので 、融 資相 談 コ ンサ ルテ ィ ングシステ ムを実 現 す るた めの要 求事

項 が実験 を通 して得 る こ とが可 能 で あ ろ う。
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5.モ デ ル シ ス テ ム の 詳 細 設 計

「3 .開 発す る機 能 の選 定 」で は平成2年 度 に実施 した概念 設計 を再評 価 して 目標 とす

るモデ ル シス テムの機 能 を 定 め、 「4.プ ロ トタイ プシステ ムの 開発 ・評 価 」で はモ デル

システ ムの 中で も コンサ ル テ ィ ングに関 す る機 能 をプ ロ トタイ プ システ ム と して開 発 し、

コ ンサ ルテ ィ ング知識 や操 作性 な どにっ いて評 価 を行 った。

本章 で は、 これ らの 内容 を加 味 して 平成4年 度 に開発す る予定 で あ るモ デル システム に

つ いて 機能 の詳 細設 計 を行 う。'

5.1モ デ ル システ ムの構 成

5.1.1シ ス テ ム 環 境

概 念 設計 の とお りシス テ ムの中核 とな るホ ス ト機 と相 談 に関す る入 出力 を行 う端末 機 と

を オ ンライ ンネ ッ トワー クで結 ぶ構 成 にす る。

具 体 的 な機 器 構成 は以 下 の とお りとす る。

(1)ハ ー ドウ エ ア

① ホ ス ト機

1)本 体SunSPARCstatiorlELC

2)内 部 メ モ リ24MB

エ キ スパ ー トシ ェ ル(エ キ ス パ ー トシ ス テ ム 構 築 ツ ー ル)が16MB以 上 必 要 と

す る た め 、 本 体 標 準 メ モ リ(8MB)に 増 設 メモ リ(16MB)を 追 加 す る。

3)デ ィ ス ク容 量631MB

概 算 内 訳 は以 下 の とお り で あ る。

・OS等 シ ス テ ム:200MB

・エ キ スパ ー トシ ェ ル':5MB

・ア プ リケ ー シ ョ ン:10MB

・開 発 用 ワー クエ リア:100MB

4)通 信 用 モ デ ム
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② 端 末 機

1)本 体PC9801又 は 同 等 の 機 器

2)内 部 メモ リ640KB

3)デ ィ ス ク容 量3MB

概 算 内 訳 は 以 下 の と お りで あ る。

・OS等 シス テ ム:1MB

・ア プ リケ ー シ ョ ン:1MB

・開 発 用 ワ ー クエ リア:1MB

4)通 信 用 モ デ ム

(2)ソ フ トウェア

① ホ ス ト機

1)OSSunOS4.1.1(日 本 語)

本体標 準 の もの で あ る。

2)Window日 本語OpenWindows2.0.1

エ キ スパ ー トシ ェルが 画面 表示 等 のた め にWindowsを 必要 とす るた め、 日

本語 で のMMIが 可 能 な もの と した。

3)開 発 言語C言 語

エキ スパ ー トシェルの起 動 、入 出力 の制 御等 ツールの サ ポー トを行 う ことがで き

る言語 で あ る。

4)エ キ スパ ー トシ ェル ・一－NEXPERTOBJECT2.0.1

知識 表現 に柔軟 性 が あ る とと もにプ ロ グラ ミング しな いで知 識の 編集 が で きるな

ど、 開発 及 び操作 性 が良 い ツールで あ る。 また 、外部 の タ ス ク環境 と完全 な通 信 が

可能 で あ り、 ダ イナ ミ ックな拡 張性 が あ る。

②端 末機

1)OSMS-DOS日 本語

パ ー ソナル コ ン ピュー タの一 般 的OSで あ る。

2)開 発言語C言 語

MS-DOS用 の アプ リケ ー シ ョン開 発用 言語 と して一 般 的 に利 用 され て い る と

と もに、他 機 種 へ の移植 性 が高 い言語 で あ る。
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5.1.2利 用 対 象 者

概 念設 計 の とお り、専 門領 域以 外 の相 談 に対 して コ ンサル テ ィ ングを行 うコ ンサル タ ン

ト及 び相 談窓 口担 当者 、地 域 産 業政 策情 報 に関す るあ る程 度 の知識 を有す る者 を対 象 とす

る。

5.1.3使 用 す る デ ー タ範 囲

プ ロ トタ イプ システ ムで は、 相談 窓 口機 関を 限定 し、政 府 系 と して は中小 企業 金融公 庫

及 び国民 金 融公庫 、愛 知 県 と して は愛知 県 商工部 商工金 融課 、名 古屋 市 と して は名古屋 市

中小 企業 指導 セ ンター にっ いて 、地 域産 業政 策情報 デ ータベ ー スを構 築す る とと もに、 デ

ータベ ー スに関す る コ ンサ ルテ ィ ング知 識 を知 識 ベー ス と して ま とめた
。

モデ ル システ ムで は、 プ ロ トタ イプ シス テムで構 築 した地域産 業 政策 情 報 デ ータベ ース

に収録 す る制度 を増 加 させ る と と もに、知 識 ベー スを拡充 す る もの とす る。
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5.2モ デル システ ムの機 能

図5-1に モ デ ル シ ス テ ム の 機 能 構 成 を 、 表5-1に モ デ ル シス テ ム のue・riEue成 を 示 す.

図5-1モ デル シス テムの機 能構 成

モ デル シス テ ム

1

ホ ス ト 機 制度選択機能

適用評価機能

ア ドバ イス機能

適用制度間比較機能

推論過程蓄積 ・表示機能

デ ータベ ース検 索機 能

オ ン ラ イ ン ネ ッ トワ ー ク機 能

端 末 機 入出力機能

オ ン ラ イ ンネ ッ トワ ー ク機 能
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表5-1モ デルシステムの機能概要一覧

(z]て ス トオi幾)

分須 機 能 機 能 概 要

知識情報

処理部

$1度選択機能 各静度共通の質問と必要最ノ邦艮の$1剛 有の質問を行い、質問に対する回答を知

識ベースで半1断しながら、適用可能な$渡 を絞り込む。

適用評価機能 「制度の選択機能」で選択された適用可能制度に対して、相談内容に適する順に

重み付けを行い適する順に制度を提示する。相談内容に適する順として、融資条件

の禾1庫の低い順とする。

アドバイス機能 既に選択された産業政策より有効なものを適用するために、相談者の克服すべき

条1牛を提示する。克服条件に借入金額及び返済期間を使用する。

適用$波間ヒヒ較機能 適用見込制度それぞれの融資金額 ・融資期間 ・利率について容易に比較でき、相

談者がより広範な制度の中から希望するものを選択できるよう一覧表示を行う。

推論過程蓄積 ・表示機能 $1度の絞り"、 ・きるよう、知識ベースを用いた推論過程を蓄積し

禾1用者の必要に応じて表示する。

データベ

ース管理

部

データベース検索機能 相談内容に対する適用可能制度や適用見込制度の名称及びその詳細情報(取 扱機

関、政策概要、融資文橡 者、資金使途、融資条件、申込機関等)を 地域産業政策デ

ータベースを検索し入手する
。

(ホ ス ト機 及び端沫 機)

頒

通信部

機 ヒ
ヒ
自

オンラインネットワーク

機能

機 能 概 要

ホスト機とは別に設置された端末機とを公衆回線で接続し、適用可能な制度を決

定するために必要なデータの送受信及び決定された適用可能制度を端末機へ転送す

る。

(立詰ラ一

分煩 機 能 機 能 概 要

入出力部 入出力機能 システムからの質問を画面に表示したり、質問に対する回答をマウスによる該当

項目の選択やキーボードによる値の入力で行う。
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5.2.1ホ ス ト機 側 機 能

5.2.1.1制 度 選 択 機 能(プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム と 同 様)

相談窓口では、窓口担当者が相談者と対話する中で、企業情報(業 種、従業員数、資本

金、事業場所)、 相談内容(相 談 目的、借入金額、返済期 間)な ど制度 を絞 り込 むために

必要な質問と回答を繰 り返すことにより、適用可能な制度を選択する。

システムでは、各制度共通の質問と必要最小限の制度固有の質問を行い、質問に対する

回答を知識ベースで判断 しながら、適用可能な制度を絞 り込んでいく。

(1)主 機能

①入力された企業情報、相談 目的、借入金額、返済期間をもとに、知識ベースを用いて

制度を絞 り込んでいき、必要に応じて中間結果を保存する。

②保存した中間結果をパターンマッチング(論 理積)す ることによ り、適用可能 と思わ

れる制度を選択する。

(2)処 理

システムが制度 を絞 り込んでいく過程は以下のとおりである。

図5-2に 制度選択機能の処理の流れを示す。

①条件可能制度

企業情報が制度の融資対象者に該当するものを絞 り込む。

IN:企 業情報(業 種、従業員数、資本金、事業場所)

OUT:条 件可能制度

② 目的可能制度

相談 目的が制度の政策概要(施 策 目的、利用 目的、詳細 目的、資金使途)に 該当す

るものを絞 り込む。

IN:相 談 目的(施 策 目的、利用 目的、詳細 目的、資金使途)

OUT:目 的可能制度
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図5-2制 度選択機能の処理の流れ

処理の流れ 一 →

企業情報

条件可能制度

-

目的可能制度

適用見込制度

:絞 り込 み中間結果 金額可能制度 期間可能制度

適 用 可 能 制 度

デ

ー

タ

の

流

れ
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③適用見込制度

条件可能制度と目的可能制度をパターンマッチングさせることにより、適用可能と

見込まれる制度を選択する。

IN:条 件可能制度、 目的可能制度

OUT:適 用見込制度

④金額可能制度

適用見込制度のうち借入金額が制度の融資金額以内であるものを絞り込む。

IN:適 用見込制度、借入金額

OUT:金 額可能制度

⑤期間可能制度

適用見込制度のうち返済期間が制度の融資期間以内であるものを絞り込む。

IN:適 用見込制度、返済期間

OUT:期 間可能制度

⑥適用可能制度

金額可能制度と期間可能制度をパターンマッチングさせることにより、相談内容に

適用可能な制度を選択する。

IN:金 額可能制度、期間可能制度

OUT:適 用可能制度
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5.2.1.2適 用 評 価 機 能(プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム と 同 様)

「制度選択機能」で選択された適用可能制度に対して、相談内容に適する順に制度を提

示する。

相談者の立場から適用可能制度を評価する場合、制度間の比較材料としては利率や制度

利用難易度(申 込手続 きや融資政策等)な どが考え られ るが、制度利用難易度については

コンサルティングシステムが相談者に適合する制度を紹介することを目的としていること

から考慮 しないものとし、各制度の利率が低い順に提示する。

(1)主 機能

①適用可能制度を利率の低 いものから表示する。

(2)処 理

適用 可能 制度 を利率 の 低 い順 に ソー トす る処 理 は以下 の とお りで あ る。

図5-3に 適 用評 価 結果 の イ メー ジを示す 。

① 適用 可能 制度 す べ て につ いて制 度名 を キー と して産 業政 策 デ ー タベ ースを検索 し、制

度 の詳細 情 報 の うち利 率 を入手 す る。

② 適用 可能 制度 を利率 で昇 順 に並 び変 え、 制度名 を画 面 に表示 す る。

IN:適 用可 能 制度(外 部 フ ァイル)

OUT:適 用可 能 制度(メ モ リ内)

図5-3適 用 評価結 果 イ メー ジ

制 度 名
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4.K制 度
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5.2.1.3ア ドバ イ ス 機 能(プ ロ トタ イ プ シス テ ム と 同 様)

相談 者 か ら入手 した条件 の いつれ か を変 更 した場合 に、適 用可能 とな る制度 につ いて変

更 す る条件 及 び制度名 を提 示 す る。

ア ドバ イス を行 うに当 た り変 更可 能 な条件 を選 定す る ことが問題 とな るが 、モ デル シス

テム か らの 質問項 目は、企 業 情報 、相談 目的、借 入条 件(借 入 金額 及 び返 済期 間)の3つ

に大別 で き、一般 的 に は借 入 条件 の み しか変 更 す る ことが で きな い。 したが って、 借入 条

件 で あ る借 入金額 また は返 済 期 間の どち らかが該 当 しな い制度 につ いて ア ドバ イスを行 う。

(1)主 機能

①借入条件の借入金額 または返済期間のどちらかのみ制度に適合しないものを表示する。

(2)処 理

①金 額 ア ドバ イス制度

「制 度選 択機能 」 にお け る適 用 見込 制度 か ら金 額可 能 制度 を除 いた もの を、借 入金

額 を変 更 した場 合 に適用 で き る制度 と して ア ドバ イスす る。

図5-4に 金 額 ア ドバ イス 制度 の選 定 フローを示 す。

IN:金 額可 能制 度 、適 用 見込 制度

OUT:金 額 ア ドバ イス 制度

適用見込制度

図5-4

制度A

制度B

制度C

金額 ア ドバ イ ス制 度 の選定 フ ロー

金額可能制度

一[Pleff .6

金額ア ドバイス制度

一 「]制 度B
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②期 間 ア ドバ イス制 度

「制度 選 択機 能 」 にお け る適用 見込制 度 か ら期 間可 能 制度 を除 いた ものを 、返済 期

間を変 更 した場 合 に適 用 で きる制度 と して ア ドバ イスす る。

図5-5に 期 間 ア ドバ イス制度 の選定 フロー を示す 。

IN:期 間可 能 制度 、適 用 見込 制度

OUT:期 間 ア ドバ イ ス制 度

適用見込制度

図5-5

制度A

制度B

制度C

期 間 ア ドバ イス制度 の選 定 フ ロー

期間可能制度

一 □ 制度B

期間ア ドバイス制度

一[-　 覧6

5.2.1.4適 用 制 度 間 比 較 機 能

相談者が窓口担当者に対 して回答する借入金額や返済期間は、1っ の 目安であ り確定 し

た ものでないことがある。

システムでは、適用見込制度(企 業情報及び相談 目的が該 当 した制度)各 々の融資金額

・融資期間 ・利率について容易に比較でき、相談者がより広範な制度の中から希望するも

のを選択できるよう、一覧表示を行う。一覧表示を行 う場合、融資金額及び融資期間は降

順、利率は昇順に整列 し、整列順は任意に指定できる。

(1)主 機能

① 適用 見込 制度 の一 覧 表示 を行 う。

②表 示順 は、 融 資金 額 ・融 資 期 間 ・利率 の項 目にっ いて任 意 に指 定 で き る。

(2)処 理

適 用見 込 制度 を 融資 金 額 ・融 資期間 ・利率 の項 目につ いて任意 に ソー トし一 覧表 示

をす る。処 理 は以 下 の とお りで あ る。

図5-6に 適用 制 度 間比 較結 果 の イメー ジを示 す。
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① 適 用見 込制 度すべ て につ いて 制 度 番号 を キー と して地 域産 業政 策 デ ータベ ー スを検 索

し、制 度 の詳細情 報 の うち融 資 金額 ・融資期 間 ・利 率 を入 手す る。

IN:適 用 見込 制度 の 制度 番 号

OUT:適 用 見込 制度 の詳 細 情 報(外 部 フ ァイル)

② 融資金 額 ・融 資期 間 ・利 率 の項 目 にっ いて 、任意 に指 定 され た順 に ソー トし、制度 名

等 を画面 に表 示す る。

IN:適 用見込 制度 の 詳細 情 報(外 部 フ ァイル)

OUT:適 用 見込 制度 の 詳細 情 報(メ モ リ内)

図5-6適 用 制度 間比 較結果 イ メー ジ

(制 度 一覧)

A制 度

B制 度

C制 度

中小企業金融公庫

名古屋市

愛知県

6000

5000

5000

⇒ 制 度 間の整列 順 を指定 して くだ さい。

(a:融 資金額 、b:融 資期 間、c:利 率)

⇒ 詳 細情報 を表 示 す る制度 番 号 を指 定 して下 さい。

⊂
O

nU

O

7

ρ0

7

u

(詳細情報)

*****

制度名

取扱機関

使途

融資金額

融資機関

利率
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5.2.1.5推 論 過 程蓄 積 ・表示 機能

システム は制度 を絞 り込 ん で い く過 程で必 要 とな る質 問 を利 用者 に行 い、 その回 答 を知

識ベ ー スで 処理 す る ことに よ り適 用可 能 な制度 を選択 して い く。

本機 能 は、知 識 ベ ー スを用 いた推論過 程 を蓄積 し、利 用 者 の必要 に応 じて表示 で き るこ

とによ り、 システ ム の コ ンサル テ ィ ング結果 に安 心感 を与 え ると と もに、 システ ム管 理 者

が知識 ベ ース や地域 産 業政 策 デ ー タベ ー スな どの メ ンテ ナ ンスを行 った あ との確 認作 業 に

も役立 て る ことが で き る。

(1)主 機能

①制度を絞 り込んでい く過程の蓄積。

②蓄積 した過程の表示。

(2)処 理

蓄 積す る推 論 過程 を 「制 度選 択機 能」 で定義 した もの とあわ せ、以 下 の6段 階 とす

る。

図5-7に コ ンサ ル テ ィ ング過 程 とフ ァイル出力 を示 す。

① 条件可 能 フ ァイル

企業 情報(業 種 、従 業 員数 、 資本金 、事業 場所)が 制度 の 融資 対象 者 に該 当す る制

度 を フ ァイル に 出力 す る。

IN:企 業 情報(業 種 、従 業員数 、資 本金 、事 業場 所)

OUT:企 業情 報 、条 件可 能 フ ァイル

② 目的可能 フ ァイル

相 談 目的 が制度 の政 策概 要(施 策 目的 、利用 目的 、詳 細 目的、資 金使 途)に 該 当す

る もの を絞 り込 む。

IN:相 談 目的(施 策 目的、利 用 目的、詳 細 目的 、 資金 使途)

OUT:相 談 内 容 、 目的可能 フ ァイ ル
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③ 適用 見込 フ ァイル

条 件可 能制度 と目的可能 制 度 をパ ター ンマ ッチ ング させ る ことに よ り、適 用可 能 と

見込 まれ る制度 を フ ァイル 出力 す る。

IN:条 件 可能 制度 、 目的可 能制 度

OUT:企 業 情報 、相 談 内容 、適用 見込 フ ァイ ル

④ 金 額可 能 フ ァイル

適用 見込 制度 の うち 借入金 額 が 制度 の融 資金額 以 内で あ る制度 を 、 フ ァイルに 出 力

す る。

IN:適 用見 込 制度 、 借入金 額

OUT:企 業情 報 、相 談 内容 、借 入金 額 、金 額 可能 フ ァイル

図5-7コ ンサル テ ィ ング過程 と フ ァイル 出力

処 理 の流 れ 一一→

企 業情 報

条件可能制度 目的可能制度

口 :絞 り込 み 中 間結果

を フ ァイル 出力

期間可能制度

デ

ー

タ

の

流

れ

ー
ー

l
l
↓
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⑤ 期 間可能 フ ァイル

適 用見 込 制度 の うち返済 期 間が制 度の 融資期 間以 内で あ る制度 を、 フ ァイル に出 力

す る。

IN:適 用見 込 制度 、返 済期 間

OUT:企 業情 報 、相談 内容、返 済期 間、期 間可 能 フ ァイル

⑥適 用 可能 フ ァイル

金 額可 能制 度 と期 間可 能 制度 をパ タ ー ンマ ッチ ング させ る こ とによ り、相談 内容 に

適 用 可能 な制 度 を フ ァイル に 出力す る。

IN:金 額 可 能制 度、 期 間可能 制度

OUT:企 業 情 報、 相談 内容 、借 入金額 、返済 期 間、 適 用可 能 フ ァイル

(3)結 果 の 出力

図5-8に 推 論 過程 の表 示 画面 を示す 。

〈推論過程の選択画面〉

********推 論過 程の選 択*********

1.企 業情 報 のみ

2.相 談 内容の み

3.企 業 情報+相 談 内容(適 用 可能 制度)

4.企 業 情報+相 談 内容+借 入金 額

5.企 業 情報+相 談 内容+返 済期 間

6.企 業 情報+相 談 内容+借 入金 額+返 済 期 間(適 合 制度)

⇒ 番号 を選 ん で下 さい。6

〈推論過程の出力〉

*******推 論 過 程 の 出 力*********

r推 論 条 件 』

1.企 業 情 報2.相 談 内 容3.金 額 ・期 間

業 種:× × 施 策 目的:× × 借 入 金 額:× ×

従 業 員 数:× × × 使 途:× × × 返 済 期 間:× × ×

資 本 金:× × × 利 用 目的:× × ×

事 業 場 所:× × × 詳 細 目的:× × ×
r候 補 と な った 制 度 名 お よ び 取 扱 機 関 』

1.× × × × × × × × × × × × ×

2.× × × × × × × × × × × × × ×
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5.2.1.6デ ー タ ベ ー ス 検 索 機 能

相 談 内容 に対 す る適用 可能 制度 や適用 見 込制 度 の名称 及 びそ の詳細 情報(取 扱機 関 、政

策 概要 、融 資対象者 、 資金 使途 、融 資条 件 、 申込機 関等)を 地域 産業 政策 デー タベ ース を

検 索 し入手 す る。

プ ロ トタ イプ システム で は、地域 産 業政 策 デ ー タベ ー スに収録 す る詳 細情 報 を取 扱 機 関

及 び 融資条 件 のみ に限定 して い たが 、モ デ ル システ ムで は全て収 録 す るこ ととす る。 な お、

デ 三 夕ベ ー ス ・フ ァイル は シス テム の応 答速 度 に影響 を与 え な いよ う、エ キ スパ ー トシェ

ルで 利用す る項 目を抜 粋 した概要 フ ァイル(制 度 名 、取扱 機 関等)と テ キス トを中心 と し

た詳 細 フ ァイル(制 度名 、取 扱機 関 、政 策概 要 、融 資対象 者 、資金 使途 、 融資 条件 、 申込

機 関等)の2種 類 に分 け る こと とす る。

図5-9に デ ー タベ ー スの検 索 フ ロー を示す 。

(1)主 機能

①制度番号をキーとして地域産業政策データベースを検索 し、制度の名称及びその詳細

情報を入手する。

(2)処 理

①制度名及び取扱期間の入手

適合制度を表示するときなど制度名と取扱機関が必要となる場合、制度番号をキー

として地域産業政策データベース(概 要 ファイル)を 検索 し制度名及び取扱機関名を

入手する。

②制度の詳細情報の表示

制度名の他に制度の詳細情報が必要な場合、制度番号をキーとして地域産業政策デ

ータベース(概 要 フ ァイル及び詳細 ファイル)を 検索 して融資条件など詳細情報を入

手する。
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図5-9デ ー タ ベ ー ス の 検 索 フ ロー

地域 産業 政 策情報

デ ー タベ ース

制 度No －
詳 細 内容
・制度 名

・取扱 機 関

・政策 概 要

・融資 対 象者

・資金 使途

・融資 条 件

・申込 期 間

概 要 フ ァイル

↑

1
・Ψ

詳 細 フ ァイル

(3)地 域産 業 政策 情報 デ ー タベ ー ス構 造

図5-10に 概 要 フ ァイル の内容 、図5-11に 詳 細 フ ァイルの 内容 を示 す 。

図5-10概 要 フ ァイ ルの 内容
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短期経営資金1名 古屋市
長期経営強化資金2愛 知県

公害防止貸付3中 小企業金融
構造改善貸付4国 民金融公庫
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*デ ー タベ ー ス 項 目 内 容

no… 制 度 番 号

seido… 制 度 名

basho… 取 扱 区 分

tori… 取 扱 機 関 名

skane

ukane

skikan…

ukikan…

設備資金ritu
運転資金
設備資金融資期間
運転資金融資期間

利率
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図5-11詳 細 フ ァイ ル の 内 容

制度名 中小企業近代化促進資金(近 促貸付)

実施機関名 国民金融公庫 名古屋支店
住所:名 古 屋市 中 区錦1-11-20(大 永 ビル1F・2F)
電 言舌:052-221-7241

政策概要 中小 企業 の 業種,業 態 に応 じて,き め細 か い近代 化 を推進 す るた
め,中 小 企 業 の実 態 を業種 別 に調査 して,そ の実 態 に即 した中小

企業の近代化を促進することを目的とする。

融資対象者 中小企業近代化促進法にもとつく指定業種であって,中 小企業近
代化計画で策定 された業種に属する事業を行うもの

資金使途 設備 ・運 転

融資条件 〔融 資金 額 〕5,200万 円以 内
た だ し運 転資金3,500万 円以 内

〔融資期間〕 設備15年 以内(据 置2年)
運転5年 以内(据 置1年)

(特 に必要な場合 は7年 以内)

〔利率〕7.9%
特 利7.4%

〔担 保 ・保 証人 〕 原則 と して要

申込期間 常時

備考 平成2年 度現在
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5.2.2端 末機 側機 能

5.2.2.1入 出 力機 能

相談 者 は相談 内容 を整理 した うえで 適 当な表 現で 窓 口担 当者 に伝 え 、窓 口担 当 者 は相談

内容 を理解 す べ く必要 な質 問 を繰 り返 して いる。

システ ムで は、相 談 者 と窓 口担 当者 のや り とりにっ いて 、 シス テム か らの質 問 を画面 に

表示 した り、質 問 に対 す る回答 を マ ウス によ る該 当項 目の選 択 やキ ー ボ ー ドに よる値 の入

力 で行 う。

本 機能 は、 プ ロ トタイ プ システ ムで はホ ス ト側 機能 と して開発 した もの で あ るが、 モデ

ル システム で は端 末 機側 の機 能 と して開 発す る。,

(1)主 機 能

① シス テ ムか らの質 問 や メ ッセー ジを画 面 に出 力す る。

② 相談 者 の相 談 内容 や ホ ス ト側 か らの質 問 な どに対 す る返答 を マ ウス や キー ボ ー ドで行

う。

(2)処 理

以下 の よ うな項 目にっ いて、 画面 に表 示 され る メ ッセ ー ジに したが い表 示 され て い

る項 目の 中 か らマ ウスで選択 す るか 、数 値 を入力す る。

①業 種 の選 択

「工 業 」 、 「卸 売 業」 、 「小 売 ・サ ー ビス業」の 中か ら選択 す る。

② 従業 員 数 の入 力

値 を 入 力す る。

③ 資本 金額 の入 力(② で入 力 され た従 業員 数 に よ って は質 問 しな い。)

値 を入 力 す る。

④事 業場 所 の選 択

「愛 知 県 」、 「名 古屋 市 」、 「そ の他 」の 中か ら選択 す る。
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⑤施 策 目的の 選択

16種 類 に分類 された施 策 目的(制 度が っ くられ た 目的)の 中か ら、相 談者 の 相 談

目的 に該 当す る もの を選 択す る。

施 策 目的 の分類 は以下 の とお りで あ る。

「エ ネル ギ ーの有 効利 用 」、 「安 全対 策 」、 「移転 関 係」 、 「公 害対 策 」、 「新 技

術 ・新製 品 の 開発 」、 「先 端技 術 関係 」、 「地場 産業 の 振興 」、 「店舗 の 改善(含 む

商店街)」 、1特 定 地域 対 策 」、 「新規 開 業」 、 「経 営 の安定 」、 「貿易振 興 」 「季

節資金 」、 「事 業転 換 」、 「構 造 改善 」、 「災 害復 旧 」

⑥ 資金使 途 の選択

「運 転 」、 「設 備 」の どち らかを選 択す る。

⑦ 利用 目的の選 択

施 策 目的 で選択 した分 類 に属 す る制度 の利 用 目的 を選択 す る。

例 え ば、 施策 目的で 「先端 技 術 関係 」を選 択 した場 合 「エ ネ ルギ ーに関 す る設備 」、

「再生利 用 」 、 「製 造 」 、 「設 備貸 与 」、 「中小企 業近 代化 」、 「機 器導 入 」の 中 か

ら選択 す る。

⑧詳 細 目的 の選 択

施 策 目的及 び利 用 目的 で選 択 した分 類 に属 す る制度 の詳 細 目的 を選択 す る。

例 え ば、施 策 目的で 「先端 技 術関 係 」、利 用 目的で 「製 造 」を選 択 した場 合 「先 端

技術 製 品 」、 「部 品 ・部 品 の原 料 ・製造 に必 要 な装 置」 の 中か ら選 択す る。

⑨ 借入 金 額 の入 力

値 を入 力す る。

⑩返 済期 間 の入 力

値 を入 力す る。
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(3)画 面 イ メー ジ

入 出力 の画 面 と して は、項 目選 択画 面 、値入 力画面、 コ ンサ ル テ ィ ング結 果表 示 画

面 の3種 類 に分 け る ことが で きる。

① 項 目選 択 画面

図5-12に 項 目選択 画 面 の イ メー ジを示 す。

"

図5-12項 目選 択 画 面

② 値入 力画 面

図5-13に 値 入 力画面 の イ メー ジを 示す。

図5-13値 入 力画面

従業員は何人ですか。一
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③ コ ンサル テ ィ ング結果 表 示画 面

図5-14に 適 用可 能 制度 の表示 画 面、.図5-15に 制度 の詳 細情 報 画面 の イ メー

ジを示 す。

図5-14適 合制 度 の表 示画 面

経済環境適応資金/企 業活性化
新事業 ・技術振興貸付/先 端技術振興資金

愛知県
中小企業金融公庫

図5-15制 度 の 詳細 情報 の 表示 画面

***詳 細 情 報

〔制 度 名〕

〔取 扱機 関 〕

〔融 資金 額 〕

(設 備)

(運 転)

〔利 率 〕

〔融 資期 間〕
(設 備)

(運 転)

化性活業企/金貸応適境
*
環
県

*
済

知

*
経
愛

10000万 円

0万 円

6%

10年

0年
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5.2.3オ ンライ ンネ ッ トワー ク機 能

ホ ス ト機 と別 に設 置 され た端 末機 とを公衆 回線 で接 続 し、適 用可 能 な制度 を決定 す るた

め に必要 なデ ー タの送受 信 、お よ び決定 され た適用可 能制 度 を端 末機 へ転 送 す る。

相 談窓 口に設 置 されて い る情報 機 器 は多 種多様 で あ り、 「オ ンライ ンネ ッ トワー クによ

る地 域産 業政 策 コ ンサル テ ィ ング シス テム」 を実用 レベル で開発 した場合 、 これ ら機 種 や

ソフ トウ ェアの異 な る機 器間 の通信 を いか に効率 的 に実 現 して い くかが 問題 とな る。 そ こ

で モ デル システ ムで は、異 機種 間 の通信 を 円滑 に行 うため、 通信 手順 に関 す る約 束(プ ロ

トコル)を 決 め る こと とす る。'

図5-16に ホス ト機 と端 末機 の通信概 要 を示す。

(1)主 機能

① ホ ス ト機 と端 末機 の 間の デ ー タの送受 信を行 う。

(2)処 理

① 端 末機

・ホ ス ト機 への接 続 処理

・ア プ リケー シ ョンの起 動

・ホス ト機 か ら転 送 され て きた 質問項 目の メニ ュー化処 理

・端 末機 か ら入 力 され たデ ー タをホ ス ト機へ 転送処 理

② ホ ス ト機

・コ ンサ ルテ ィ ング に必要 な質 問 内容の送 信処理

・端 末機 か らの デ ー タ受 信処 理

・適 用可 能制 度 の送 信処 理

・指 定 され た制度 の詳 細情 報 の送 信処理
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端末機

図5-16

ホ ス ト機

ホス ト機と端末機の通信概要

端末機 ホ ス ト機
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5.3知 識 ベ ー ス

5.3.1知 識 ベ ー ス の 構 成

知 識 ベ ース は、地域 産 業政 策情 報 デ ー タベ ース(シ ステ ムの検 索対 象 で あ る個 々 の融資

制度 を記 述 した オ ブ ジ ェク ト群。)、 お よび融 資の可 能性 を調 べ るた めの条件 を記 述 した

フ レー ム群 よ り成 る。

プ ロ トタイ プ システ ムの フ レーム群 は、企業情 報(業 種 、従 業員 数 、事 業場 所等)を 記

述 した企 業情報 フ レーム と、産 業 政策 を もとに分 類 された施 策 目的 な どを記述 した相談 目

的 フ レーム と相 談者 か ら得 られた相 談 者 固有 の情 報が設 定 され る相 談者 情 報 フ レー ムよ り

構 成 され たが、 モ デル システ ム は、収 録す る制度 を倍増 させ る と と もに相談 者 で も利用 で

きるイ ンタ フ ェー ス に近 づ け るこ とを 目標 に して い るため、 プ ロ トタイ プ システ ムで構 築

した知 識ベ ー スを拡充 す る必 要 が あ る。

5.3.2知 識 ベ ー ス を 用 い た 推 論

モ デル システ ムの推論 機 構 は、 プ ロ トタイ プ シス テム と同様 にル ール システ ムに よ って

実 現す るが 、 その方 法 は プ ロ トタイ プ システムで のrIf…Then… 」形式 で

す べて記 述す るので は な く、 各 々のオ ブ ジェク トをず イ ンタで制 御 し、適用 す る制 度 を導

く方 法 であ る。

したが って 、関係 しな い オ ブ ジ ェク トへ は、 すす む こ とな く適 用す る制度 の決 定 が可 能

で あ る。 また 、制度 の 追加 、 お よ び削除 な どの メ ンテナ ンスが 発生 した場合 にお いて も、

ル ール ・シス テム を変 更す る必 要 はな い。

図5-17に 、 モデ ル システ ムの推 論機 構概 要 を示す。
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71一5図

ON

モデルシステムの推論機構

質 問 また は推論 によ

りデー タを得 る

オブジェクトの 内 容 を 調 べ る

オブジェクト群 よ り適応 見

込 制度 の作成

の よ う な オブジェクト群 が あ

金額、期間の適応性を調べる

適応可能制度の決定

冬

、

糸

内 容 に応 じて オブジェク1

へ の ポインタ移 動
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6.ま と め

6.1今 後 の 課 題

プ ロ トタイ プ システ ムの 開発 お よび これ までの調査 研究 を行 って きた。 これ らをふ まえ

て、 モ デル システ ム開発 に際 し、次 の よ うな課 題が あ る。

1)人 間 との 関 わ り合 い'

2)ネ ッ トワー ク環 境

3)プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム

現 在 想定 して い るプ ロ トタイ プ システ ムの利用者 は、 窓 口担 当者 の よ うな融資 制度 に対

す るエ キ スパ ー トで あ る。 この 利用 形態 で は、相談 者の相 談 内容 は担 当者 が整 理 す る こ と

とな る。 この とき、担 当者 は シス テム お よび コ ンピュータ に対 す るエキ スパ ー トで はな い

ので 、 システ ムの操作 お よび シス テム と利用者 が用 い る用 語 にっ いて 習熟 す る ことが必 要

とな る。 これ は、 窓 口担 当者 に と って は、負担 な ことで あ り、用語 の 用法 が実 際 の場 にお

いて は相 異 な る こと も多 いで あ ろ う。 このギ ャ ップを埋 め るメ カニズ ム と高 い シス テムの

操 作性 を提 供 す る ことが必 要 で あ る。

さ らに、モ デル システ ムで は、利 用 者 を融資相 談が可 能 な コ ンサ ル タ ン トまた は窓 口担

当者 の み な らず 、専 門家 ほ どで はな いが地域 産業 政策 に知 見 や知 識 が あ るよ うな非 エ キス

パ ー トを想定 して い る。 この想定 の下 で は、借 り入れ られ る と判 断 され た融 資 制度以 外 に

その過 程 で候 補 とな った制度 や 、 あ る制 度が 棄却 され た理 由な ど、が 重要 な役割 を果 たす

であ ろ う(第4.5節 参照)。 さ らに 、 この非 エ キ スパ ー トはエ キ スパ ー トと比 較 して 問

題 分析(検 索要 求)が よ り曖 昧 な状態 にお いて システム を利 用 す る こと と考 え られ る。 こ

の よ うな説 明 、分析 の 支援 、 お よび先 に述 べ た用語 のギ ャ ップを解 消 す るた めの メカニ ズ

ムが 重要 な役割 を果 たす で あ ろ う。

ネ ッ トワー ク環 境 は、 ロー カルエ リア ネ ッ トワー クの 整備 、 お よびFAX、 通信 媒体 お

よ び コ ン ピュー タの進 歩 に よ り変 わ りつ つ あ る。 この と き、既 存 設備 と して あ るパ ー ソナ
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ル コ ンピュー タお よ びモ デ ム によ り結 合 され た環境 を想 定 した もの で十分 で あ ろ うか。例

えば、 ロー カルエ リア ネ ッ トワー クに よ る結合 で は、 結合 の端 末 シス テム は ワー クス テー

シ ョンであ ろ う。 ワー クス テ ー シ ョンお よび高機 能パ ー ソナ ル コ ン ピュー タで は、GUI

に代表 され るよ うな い わゆ る知 的端 末で あ る ことが期 待 で きる。 この よ うなハ ー ド的 な進

歩 に伴 う環境 の変 化 に十 分対 応 す る こ とが可能 で あ る こ とが望 まれ る。 このた め に は、ホ

ス ト機 お よび端 末 とな る シス テムの 機能 の分 担 を注意 深 く設計 しな けれ ばな らな い こ と、

計算機 を結 合す る通 信媒 体 に対 す る負荷 お よび トラ フィ ックの軽減 、通 信 プ ロ トコル の設

計 な どが 問題 とな る と考 え られ る。

その また一方 で は、 システ ムの ネ ッ トワー ク化 とい うよ りむ しろ システ ムの コ ンサル テ

ィ ング シス テム と して の能 力 お よび機 能 の向上 を 図 り、 ネ ッ トワー ク機能 は、本 来 マ シ ン

の 備え る もの(Ethernet、 種 々の通信 ソ フ ト、 ネ ッ トワー ク環境 にお いて動 作す

るGUIシ ステ ム)を 利用 し、 それ を実用 システ ムお よびモ デル システム にお いて 直接利

用 す る とい う方 向 もあ るので はな いか と思わ れ る。 例 え ば、 ロー カル エ リアネ ッ トワー ク

にお け る利用 な らば、x-windowシ ステ ム に代 表 され るクラ イア ン ト/サ ーバ シス

テ ムにお いて稼動 す るGUIに よ り実用 システ ムを記 述 す るよ うな方 法 も考 え られ る。

第4.5節 にお いて述 べ た よ うに プ ロ トタイプ シス テム に は、 次 の よ うな課 題 お よび検

討項 目が あ る。

1)シ ス テム と利 用者 お よび開 発者 との イ ンタ フェー ス

2)知 識ベ ー スの記 述す る概念 空 間の構 造 とそ の利用 法

3)モ デ ル システ ムの評 価 法

モ デル システ ムで は、利 用 者 が用 い る用語 によ り操 作 され 、 それ を理解 で きる ことが望

ま しい。 融資 相談 の分 野 で は、 あ る用語 にっ いて 意味 が 固定 され て い る もの と、事 例 によ

り使 われ方 が極 めて広 範 囲 にわ た る ものが あ る。 例 え ば、利 率 、機 関 な どは利 用法 が 固定

され てお り、混乱 は少 な い。 しか しなが ら、一般 名詞 にっ いて は混 乱が 多 く、局面 に よ り

使 い分 け られて い る。例 え ば 、新 製 品開発 に際 して 、 あ る製 品(人 工骨 、ME装 置 、 な

ど)が 新技 術 であ るの か、新 製 品 で あ るのか。 また、公 害対 策 の ため の投資 は、エ ネ ルギ
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一の再 利 用で あ るの か、移 転 関 係で あ るのか な ど。 この種 の用 語 の意 味 、用法 は極 めて 不

明確 で あ る。 しか しなが ら、 プ ロ トタイ プ システ ム開発 を通 じて 、 この種 の用 語 は、エ キ

スパ ー トに よ りキ ー ワー ドと して 用 い られ る ことが知 られ て い る。 この キー ワー ドは、施

策 目的 フ レーム階層 にお いて最 下 位 の オ ブジ ェク トを参 照 す る もので あ る。解決 す るた め

の1っ の方 法 に は、 次 の よ うな ものが 考 え られ る。 目的 を記 述 す る個 々の フ レーム にそ れ

と係 わ りが 深 い と考 え られ るキ ー ワー ドを語 彙情 報 と して付 加 す る こ とによ り、 キ ー ワー

ドと融 資制度 を互 いに関 連 づ け られ る。 このた めに は、 用語 を整 理 し、 それ を知識 ベ ー ス

に定 義す る ことが必要 で あ る。'この よ うな用 語 は、 シソー ラ ス と して実現 され るで あろ う。

現時点における概念空間の構造では、

・ 可 能性 の あ る融 資制度 を適応 可能 な順位 によ り求 め るこ と、

・ オ ブ ジェ ク ト間 に存在 す る関連性 を上位 一下位 関係 以 外 に記述 す る こと、

が で きな い とい った課 題 が あ る。 この 課題 は、知識 表現 と推 論 の方 法 の課題 で あ る。 この

問題 を解 決 す るため の1っ の方 法 に、 個 々のオ ブ ジェ ク トに互 いの 関連 性 を記述 す る リ ン

クの た めの ス ロ ッ トを設 け る ことに よ り参照 構造 を定義 し、 よ り豊 か な知識 表現 お よび概

念 空 間の 定義 を行 う ことを可 能 にす る ことが 挙げ られ る。 したが って、 この リンクの 種類

と効果 の 整理 が必要 で あ る。 例 えば 、 あ るオ ブジ ェク トが参照 され た と き、他 の オ ブ ジ ェク

トを参 照 す る'see'と い う リンクを設 け る方 法 が考 え られ る。 この ため の リンクの種

類 と効 果 は、 それ に付加 され る推 論 メカニズ ムに よ り定 義 され る こと にな るで あ ろ う。

ネ ッ トワー ク構 造 に よ り定義 され る知識 ベ ースで は、推論 の た めの メカニ ズムの 設計 が

重要 な課 題 とな る。 ネ ッ トワー クに基 づ く推 論で は、個 々の ノー ドが能 動 的 に状 況 に応 じ、

リンクを辿 りなが ら動 作 す る ことにな る(図5-17参 照)。 したが って 、 この動作 の 管

理 や推 論 の見通 しを高 め る機 能 が必 要 とな る。 む ろん、 この 概念 空 間 は、前 記'1)シ ステ

ム と利 用者 お よ び開 発者 との イ ンタ フ ェー ス'に 述べ た シソー ラ ス と組 み込 まれ る ことに

よ り実 現 され るで あろ う。 したが って、用 語 な らびにオ ブ ジ ェク トを管理 し、 その定義 を

支援 、一 貫性 の管 理 を行 うた めの エ デ ィタや支援 の ための サ ブ シス テムが 機能 の一 部 と し

て システ ムに組 み込 まれ る こ とにな るで あろ う。
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また、推 論の説 明機 能 は、

・ 能 動的 に動作 す るオ ブ ジ ェ ク トのデバ ックや知 識ベ ー スの拡 充、

・ 推 論 の結果 を得 るた め に実 行 した一 連 のオ ブ ジェ ク トの 動作 の流 れ を提示 し利 用

者 に対 す る説 明の支 援 、

・ システムの透 過 性 を高 め る とい う観点 か らシステ ムを ブ ラ ックボ ックス化 しな い

た め動 作の 確認 によ る シス テ ム開発、

な どの ため に必 要 とな る。 む ろん この種 の機能 は、可 能 性 のあ る融 資制度 を説 明 す るた め

の ア ドバ イ ス機 能 の一部 で あ った り、 それ とは独立 に知 識 ベ ースエ デ ィ タ、推 論過 程 説 明

機能 に利 用 され る。

これ まで に述べ て きた こと よ り、 モ デル シス テム は、 システ ム構 成 の観点 か ら次 の よ う

な項 目につ いて 、検 討 を進 め る こと とす る。

)

)

)

1

2

QU

より豊かな融資相談のための知識を記述するための知識ベースの構造の改良。

より柔軟な推論を達成するための推論機構の実現。

ネットワーク構造として実現される知識ベースのためのエディタ、推論過程の説

明機能など、より充実 した開発環境および利用環境の整備。

これ らを検討 す るた め に、 システ ムが対 象 とす るコ ンサ ル テ ィ ングの範 囲を 、融 資相 談

よ り広 く、 シス テムの適 応 範 囲を拡 張す るた め に必 要 とな る知 識ベ ースや種 々の機能 の 開

発 を進 め る方 法 も考 え られ る。 しか し、 こ こに示 した1)～3)の 検討 項 目は、 プ ロ トタイ プ

システ ム と して実現 した機 構 に比 較 して よ り進ん だ融 資相 談 に対す る コ ンサ ルテ ィ ングを

可 能 と し、 それ を達 成 す るた めの 技 術 的な開 発項 目を多 く含ん で い る と考 え られ る。 これ

らの項 目の具 体的 な検討 を通 じ、 システ ムの適応 範 囲の拡 張 とい う問題 を考 え る ことが必

要 であ る。 むろん 、 コ ンサル テ ィ ングの対象 で あ る融 資制 度 を増 やす 必要 が あ る。
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最 後 に な ったが、 モ デル システ ムの評 価 は、エ キスパ ー トシステ ム と して評価 す る こと

が必 要 で あ る。 その能 力 を どの よ うに評 価 して い くのか とい うこ とにつ いて、今 後検 討 す

る必 要 が あ る。
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資 米斗1 プ ロ ト タ イ プ シ ス テ ム の

、ノ ー ス





/*******************************/
*

*

*

*

*

*

*

*

*

/
/

/

/
/
/

/

/
/

オンラインネットワークによる

地域産業政策コンサルテ ィングシステムに関する調査研究

平成3年 度プロトタイプシステム

フ'ログラム名:finance

.作成:(株)メ イテック システム事業部

平成4年2月

/
/
/
/
/
/
/
/
/

*

*

*

*

*

*

*

*

*

/*******************************/

#include

#include

#define

<stdio.h>

<nxpdef.h>

DUMMYSIZE 512

chardummylDUMMY _SIZE】,bufl256],*seidoI2001

chartitlel256】,kubunl101,retl101;

intnox[200],no(200|,no1{2001,no212001,

intiax,ia1,ia2,ia3,num;

'

>oidfinanceO:
floata2fO:

/轄*精* メイン***零**/

【91;

no3[2001:

mainO
{
KBId
int
theKBId:

er:

NXP_Control(NXP_CTRL _INIT):
NXP _SetHandler(NXP_PROC_E)rCECUTE, finance,'finance");

printf("¥n¥n***LoadingKnowledgeBase-一 〉'ψ);

`
er=NXPL6adKB("/home2/yumi/finance.kb",&theKBId);

if(ret==0)

printf("¥nERRORLOADINGKNOWLEDGEBASEIl¥n¥n"):

else

printf("Completed.***¥n¥n・);

NXPGFX _Contro1(NXPGFX_CTRL_INIT):
NXPGFX _Control(NXPGFX_CTRL_START);
NXP _Control(NXP_CTRL_EXIT);
}

/******メ ニュー画面

>oidfinanceO

{

ansinO;

料*口*/

strcpy(kubun,"1");

ans 0:

retsetO:

OＬq

{

system(・Clear");

printf("¥n ***処 理選択メニュー***¥n¥n");
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printf("¥n1.適 用 可1瀞1度 の.表示¥n"):

printf("¥n2.ア ドバ イス¥n"):

printf("¥n3.終 了¥n"):

printf(.¥n¥n¥n=〉 番 号を選ん で下 さい.");

gets(ret);

if(strcmp(ret,"1・)==0)

{

ansO:

seidoprO:

}

if(strcmp(ret,"2")==0)

{

adviceO:

seidoprO;

}

if(strcmp(ret,.3")==0)

exit(-1):

}

while(1);

}

/******適m可f超 副度******/

ansO

{

FILE*fp:

1nt1,m;

ia3ニ0:

if((fp=fopen("ans3.,"r丙))=ニNULL)

{

fprintf(stderr,"ANS3filecannotopen,¥nr)

exit(-1);

}

fgets(dummy,DUMMY_SIZE-1,fp);/*read

while(feof(fp)==・O)

{

fgets(dummy,DUMMY _SIZE-1.fp);

if(dummyIO)1三'*')

{

sscanf(dummy,"%s%d",buf,&no3(ia3】);

ia3++;

}

}

fclose(fp):

for(i=0;i<ia3;i++)

no川=no31i】;

strcpy(kubun,"1");

num=ia3;

}

/******制 度表示******/

seidoprO

{

FILE*fp,*fp1;

・

,

passtitle*/
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int

char

i,j.k.1.m.jj,1en:
*P,*qIg},*qq,*sp,*mallocO, strtokO,sj;

system("clear丙};

jj=0:

(

fi
{

fi
{

nolO】!=0)

((fp=fopen("seido","r⇔))==NULL)

fprintf(stderr,
exit(-1);

"SEIDOfil
ecannotopened.¥n");

}

for{jニ0;j<

{

rewind(fp);

fgets(dummy,

fgets(dummy,

nu'm;j++)

、,
DUMMY _SIZE-1,fp);
DUMMYSIZE-1,fp);

/*readpasstitle*/

/*readpass******/,

for(k=0;k<no{j1;k++)

fgetsいdummy,DUMMY _SIZE-1,fp);

P=dummy;

for(m=0;m<9

{

q【ml=strtok(P,

while(*q【ml=='

q【ml++;

:m++)

「");
')

len=strlen(q【ml):

sp=malloc(1en十1);

strcpy(sp,q(m]);

seidoljj]【m]=sp;

P=
}
jJ++1

(char*)NULL:

'}

fclose(
free(sp)

fp)1
●
'

seidosort(jj);

titlesetO:

printf(tt¥n%s¥n",title);

printf("
=ニ==ニ ニニ==============ニ===ニ========ニ===¥バ);

1=11

for(i=0;i<jj:i++)

{
printf(

1++:
}

"%d%
s%-64s、%-23s .%s%s¥n",1,.":・,

,seidoli】18],"%純);

seidoli|{11,seido【i}13]

retsetO;

Od
{
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printf("¥n¥n=〉 詳細ffiVaを 表示 しますか?(yorn)

9・t・(re
.t);

if(strcmp(ret."y")ニ=0)

syousai(1);

if(strcmp(ret,"n")==0)

break:

}

while(strCmp(ret,"y")1=0&&Strcmp(

}

else

{

printf("¥n¥n**該 当す る制 度は 、あ りません.**¥n¥n・)

printf("¥n¥n=>Returnキ ー を押 して 下 さい."):

getcharO;

}'

}

/******ア ドバ イス メニ ュー******/

ad∨iceO

{

retsetO;

do

{

system{"clear");

gets

if(

if(

}

while

}

/*轄*精

adkinO

{

FILE

int

char

ial=

if((

{

exlt

}

fgets

while

{

printf("¥n***.ア ドバ イス 項 目***¥n¥n.)

printf("¥n1:金 額 を変 更 した 場 合¥n");

printf(縛¥n2:}0服1を 変更 した 場 合¥n.);

printf("¥n¥n=〉 番 号を選 んで下 さい."");

(ret);

strcmb(ret.賃 ド)==0)

adkinO';

strcmp(ret,"2")=ニ0)

adkikO;

(strcmp(ret.・1")!=0&&

金額ア ドバイス制度**轄 孝*/

*fPl

i.j.k.i・i,flag

namel2561,kikan【256】

0:

fp=fopen(.ans1⇔

fprintf(stderr,おANS|

(一 川;

■
〃

・

.

.
,

")
:

・

.

ret,"バ));

strcmp(ret,"2")!=0);

,"r.))ニ=NULL)

fileCannotopen¥n"):

(dummy,DUMMY_SIZE-1,

(feof(fp)==0)

fgetS(dummy,DUMMY _SIZE－

fp);

1,fp):

一110一



if(dummy[Ol!='*')

{

ssdanf(dummy,"%s%d"
'ia1++;

}

}

f・1・ ・e(f・);
.

i=0:

j=0;

k=0;

flag=0.;

fOl品:8:i'<69;
.

for(;i<iax:i++)

{

for(j=0:j<ia1;

{

if{noxlil!ニnolljl

。lllag∵:

{
flag=Ol
break;
}
}
if(flag

{

nolk]=

k++:

flag=0

}

}

strcpy(

num=k.;

}

/*#*榊

adkikO

{

FILE*fp;

inti,j,

char

ia2ニ0;

「

if((fp=

{

fprintf

exit(-1)

}

fgets』(dummy

while(feof

{

fgets

if(

{

sscanf

,buf,81nollia1】);

ii++)

j++)

)

1)

nox川;

;

kuりun・"2"

.)三

脚『n1アドバ イス制 度******/

k.ii.f'lag;

name(2561,kikan【256];

fopen("ans2","r.))==NULL)

(stderr,丙ANS2filecannotopen¥n"

:

.DUMMY_SIZE-|,fp):

(fp)==0)

(dummy,DUMMY_SIZE-1,fp):

dummy(Ollニ'*')

(dummy."%s%d",buf,&no2(ia21)
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ia2++;

}
}

fclose(fp);

if((fp=fopen("seido",⇔r村))==NULL)

{

fprintf(stderr,"SEIDOfilecannotopen¥n"):

exit(-1);

}

fgets(dummy,DUMMYSIZE-|,fp):
fgets(dummy,DUMMYSlZE-1,fp):

i=O

j='O
k=O
flag= Ol

for(ii=0:
noIii1=0;

'

fbr(;

{
for(
{
if

ii<60;ii++)

i<iax;i++)

j=0:j<ia2:j++)

(nox川

flagニ1;

else

{

fiag=0:

break;

}

}

if(flag=ニ1)

{

no【k1ニ .noxli】;

k++;

fiag=0:

}

1=no21j】)

}

strcpy〔kubun,吟 噂3"):

num=kl

}

/******詳 細情報の表示******/

syousai( ..1)
intl;

{
intjj,nn;

jj=1;

if(1-1>

{

printf

nnニ

getchar

JJニnn

・}

1)

("¥n
getchar

)(

=〉 表示する制度名の番 号を選んで ください.

0;

:
ロ ロ

0:

")
;

system("Clear"):
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printf

printf

printf

printf

printf

printf

printf

printf

printf

printf

("¥n

("¥n

("¥n

い'¥n

("¥n

("¥n

(1"¥n

い'¥n

("¥n

("¥n

printf("¥n¥n
getcharO;

***

[制 度 名]

[取扱周 則]
"

【融資金額]

《設備)

(運転)

[利 率]

【融資貝田副]")

(設備)

(運転}

詳 細 情 報***¥n"):

seidoljj－ 川111

%s"seidoljj－ 日131

の
%S,

);

%5s万 円"

%5s万 円"

%5s%",

:

%5s年",
の

%5s年,

)1
);

,seido{jj-lll4|):
,seido{jj-|ll51):
seido{jj-1]ISI);

=>Returnキ ー を押 して下 さい
.

seidoIjj-1」 【6]

seido{jj-1j【71

")

:

■

.

・
・

)
)

}

/*轟***見 出しの設定******/

titlesetO

{
if(strcmp
strcpy(

if(strcmp
strcpy(

(kubun,

title,'◆

`**

(kubun.
title,"

**

if(strcmp(kubun,
strcpy(title,"

**

"1")
==0)

**適 用可能 と思われる制度**'

取扱側 周****利 率**'⑱);.
"2")

ニ=0)

**金 額を変更 した場合に適m可 能 と思われる制度**り
取扱商 用****利 率**")1
賃3")

==0)

**旬 間 を変更した場合に適用可能と即)れ る制度**

恥d双脚 則****利 率**"):.

}

/**榊**初 期値設定(ret)

retsetO

{
strcmp(ret

}

轄*口*/

,"ng");

/******適m可 能候補******/

ansinO

{
FILE*fp;

iax=0;

fi
{
((fp=fopen(" ans

●'
.・r"))==NULL)

fprintf(stderr,"ANS

exit(一|):

filecannotopen.¥n");

}

fge'ts(dummy .,DUMMY_SIZE-1,fp);/*readpasstitle*/

while(feof(fp)==0)

{

fgets(dummy,DUMMY _SIZE-1,fp);

if(dummy[Ollニ'*')

{

sscanf(dummy,.%s%d",buf,&noxliaxl);

lax十 †;

}
}

fclose(fP);
}
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/******制 度の並び変え*轄*精/

seido
..二
1ntJJ

{

char

int

float

sort(jj)

;

*buf【91

i,J.

for(
{
for

{

Sl,sj

・

'

●
.

k

・
.

i=0:i<jj-1 ;i++)

(j=i4・1:j<jj:j++)

S1=a2f(seido【i1[8)):

sJニa2f(seido[j}18】);

f:-
{
(si>sj)

for(k=0

{
buf[kl=

:k<9;kH)

seidoli]Ik]

seido【 」]lkl

seidoli】(kl

=buflk]

・
'

seido【j]lkl

・
'

●
'

●

}
}
}
}
}

/*口 轄* コー ド変t負(ascii->float》 精 精 轄/

floata2f(ss)
char*ss:

{
floatf=0.0, w=0.1;

while(*ss

SS十 十:

.==")

do

{

f=f*10.0+(*ss-'0'):

SS十 十;

}
while(*ssl='.'):

SS十 十;

do

{

f=f+w*

SS十 十:

w=w/

}
while(*ssl=

(*ss-'0');

10.0;

'¥O'&&
*ss!=");

return(f);

}

/"**** EndProguram******/
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資 米斗2. プ ロ トタ イ プ シ ス テ ム の

操 作 説 明 書





① システムが開始 されるとr業 種選択画

面』(画 面1)が 表示 されます。相談者

の業種を選択 してか ら、 「OK」 をクリ

ックして下 さい。r従 業員数 入力画面』

(画面2)に 移 ります。

②r従 業員数入力画面』(画 面2)で 相

談者の従業員数を口内に入力 し、 「OK

」をクリックして下 さい。業種と従業員

数によってr資 本金入力画面』(画 面3

)又 はr事 業場所選択画面』(画 面4)

に移 ります。

③r資 本金入力画面』(画 面3)で 相談

者の資本金を口内に入力 し、 「OK」 を

クリックして下さい。r事 業場所選択画

面』(画 面4)に 移 ります。

資本金の単位は 「万円」です。

薔

(画面1)

⊂口

(画面2)

(画面3)
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④r事 業場所選択画面』(画 面4)で 相

談者の事業場所を選択 し、 「OK」 をク

リックして下 さい。r相 談 目的選択画面

』(画 面5)に 移 ります。

画面4で 「愛知県」とは名古屋市を除

く愛知県で、 「その他」とは愛知県外全

てです。

⑤r相 談 目的選択画面』(画 面5)で 相

談者の相談 目的を選択 し、 「OK」 を ク

リックして下さい。r使 途選択画面』(

画面6)に 移 ります。

画面5で 相談目的が1画 面に表示で き

ない場合は、 「■」を左 クリックして上

下に移動させて下 さい。表示内容が上下

にスクロール します。

⑥r使 途選択画面』(画 面6)で 相談者

が 「設備」 「運転」のどち らの資金を必

要としているのかを選択 し、 「OK」 を

クリックして下 さい。r利 用 目的選択画

面』(画 面7)に 移 ります。

利用 目的の質問を必要 としない場合は

r金額入力画面』(画 面9)に 移 ります

相談 目的によっては、 「設備」 「運転

」のどちらか しか画面に表示されない場

合 もあります。

(画面4)

(画面5)

(画面6)
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⑦r利 用目的選択画面』(画 面7)で 資

金の利用目的を選択 し、 「OK」 を クリ

ックして下さい。r詳 細 目的選択画面』

(画面8)に 移 ります。

画面7で 利用目的が1画 面に表示でき

ない場合は、 「■」を左 クリックして上

下 に移動 させて下さい。表示内容が上下

にスクロール します。

詳細目的の質問を必要としない場合は

r金額入力画面』(画 面9)に 移 ります。

⑧r詳 細 目的選択画面』(画 面8)で 資

金の詳細 目的を選択 し、 「OK」 をクリ

ックして下 さい。r金 額 入力画面』(画

面9)に 移 ります。

⑨r金 額入力画面』(画 面9)で 相談者

の借入金額を口内に入力 し、 「OK」 を

ク リックして下 さい。r期 間入力画面』

(画面10)に 移 ります。

金額の単位は 「万円」です。

(画面7)

(画面8)

(画面9)
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⑩r期 間入力画面』(画 面10)で 相談者

の返済期間を口内に入力 し、 「OK」 を

クリックして下さい。 システムのコンサ

ルティング結果を表示す るr処 理選択画

面』(画 面11)に 移 ります。

期間の単位は 「年」で、小数 点第1位

まで入力することがで きます。

(画面10)

⑪r処 理 選択画面』(画 面11)で 処理を行いたい番号を選択 し、rReturn」 キーを押 し

て下さい。

「1.適 用可能制度の表示」を選択すると、相談者の提示 した条件で適用可能な制度を表示

するr適 用可能制度表示画面』(画 面12)に 移 ります。

「2.ア ドバイス」を選択すると、相談者の提示 した条件の うち 「借入金額」または 「返済

期間」を変更することにより適用可能 な制度を表示するrア ドバイス処理選択画面』(画 面13

)に 移 ります。

「3.終 了」を選択す ると、全ての処理を終了 します。

***処 理選択メニュー

適用可能諾渡 の表示

アドバイス

終了

番号を選んで下さい.

(画面11)
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⑫ 『適用可能制度表示画面』(画 面12)は 、相談者の提示 した条件で適用可能な制度の名称お

よび取扱機関を、利率の低い順 に表示 します。

制度の詳細情報(融 資金額、利率、融資期間等)を 表示す る場 合は、ry」 』を入力 し表示す

る制度の番号を選択 してrReturn」 キーを押 して下さい。

制度の詳細情報を表示 しない場合は、rn」 を入力 した後にrReturn」 キーを押 して

下 さ。

回 コマ ン ドツ ール ー!bin/csh

1:経 済環境適応資金/企 業活性化(先 端衡橋剣庸導入促進)
2:新 事業 ・技術振興貸付/先 端技術振興資金

二〉詳細情報を表示しますか?(yorn)

⇒ 表示する制度名の番号を選んでください。

愛美[県
中小企業金融公庫

%

%

6

7

CU
7

口

肉
[
田
口

撫変換]

(画面12)
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⑬ 『ア ドバイス処理 選択画面』(画 面13)は 、相談者の提示 した条件のうち 「借入金額」又 は

「返済期間」を変更す ることにより適用可能な制度を表示 します。処理番号を選択 しrRet

urn」 キーを押 して下 さい。

「1.金 額を変更 したい場合」を選択す ると、借入金額を変更 した場合に適用可能 となる制

度の名称及び取扱機関を表示 します(画 面14)

「2.期 間を変更 したい場合」を選択す ると、返済期間を変更 した場合に適用可能 となる制

度の名称及び取扱機関を表示 します(画 面14)

ア ドバイスに該当する制度が存在 しない場合 は、 「**該 当す る制度 はありません。*

*」 のメッセージが表示されます(画 面15)rReturn」 キーを押すとr処 理選択画面

(画面11)に 戻 ります。

***ア ドバイス項目***

:金額を変更した場合

:#ffe3を変更した場合

二〉番号を選んで下さい。

(画面13)
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⑭rア ドバイス画面』

〈ア ドバイスする制度が有 る場合〉

**期 間を変更した場合に適用可能と思われる笥1渡**

1:先 端技術等育成資金/男 鮪 荷開発 ・導入

二〉詳細情報を表示しますか?(yorn)

撫 変換】

名古屋市 、

(画面14)

〈ア ドバイスす る制度が無い場合 〉

コマ ン ドツ ール ー/bin/csh

(画面15)
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